
真夏に落葉し枝だけになるため別
名ナツボウズ。高さ50cmほどの低木
で、株立ちするのでこんもりとまと
まって見える。春に黄色の花をつけ、
７月ころには果実が赤く熟す。
庭木にするジンチョウゲの仲間で、
幹はしなやかで強い。その丈夫さを
あらわす別名がオニシバリ、つまり
鬼をも縛れるほどの強さにたとえら
れる。
他の植物との光をめぐる競争をさ
けて、林床が明るい冬季に葉を茂ら
せ、暗くなる夏季には休眠してしま
う。

ハムシ科は国内から600種ほどが
知られる大きな科であるが、カメの
甲らに似た体型を示す種は少ない。
この類の幼虫は葉の間の柔らかい部
分だけを食し、タマバエやチビタマ
ムシの幼虫とあわせ潜葉虫と呼ばれ
る。ミミズのはった跡のように緑色
素の抜けている葉は、潜葉虫の食害
した跡。長岡ではアザミに見られる
アオカメノコハムシと共に広く生息
する。
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物
見
の
松
の
碑
は
、
大
通
り

（
県
道
宮
本
・
大
島
線
）
を
長
岡

方
向
か
ら
進
む
と
関
原
町
二
丁
目

の
道
路
脇
（
右
側
）
に
あ
り
ま
す
。

碑
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

に
関
原
の
近
藤
勘
太
郎
（
元
村
長
）

が
建
立
し
ま
し
た
。
物
見
の
松
と

は
、
か
つ
て
こ
こ
に
あ
っ
た
巨
木

の
松
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月

十
四
日
、
柏
崎
方
面
か
ら
進
軍
し

て
き
た
新
政
府
軍
は
、
長
岡
城
下

か
ら
信
濃
川
を
隔
て
て
西
へ
約
六

キ
ロ
離
れ
た
関
原
村
に
入
り
ま
し

た
。
軍
を
率
い
て
い
た
の
は
、
北

陸
道
鎮ち
ん

撫ぶ

総
督
府
参
謀
の
山
県
狂

介
（
有
朋
）
で
し
た
。

こ
の
時
、
長
岡
方
面
の
情
勢
を

探
る
た
め
兵
士
が
こ
の
松
に
よ
じ

登
り
、
様
子
を
み
た
こ
と
か
ら
物

見
の
松
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
、
新
政
府
軍
は
本
大
島
村

（
大
島
本
町
ほ
か
）
に
進
み
、
十

九
日
に
は
、
そ
こ
か
ら
増
水
し
た

信
濃
川
を
渡
河
す
る
奇
襲
攻
撃
で

長
岡
城
を
落
城
さ
せ
ま
し
た
。

碑
の
篆て
ん

額が
く

は
山
県
有
朋
が
寄
せ
、

碑
文
に
は
物
見
の
松
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
由
来
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

碑
の
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
る
説

明
板
に
は
、
見
事
な
枝
振
り
の
物

見
の
松
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
。

旧
暦
の
五
月
十
四
日
は
、
今
の

六
月
下
旬
に
あ
た
り
ま
す
。
物
見

の
松
の
上
か
ら
長
岡
城
下
を
う
か

が
っ
た
兵
士
の
目
に
は
、
遠
く
水

か
さ
を
増
し
た
信
濃
川
と
川
沿
い

の
要
所
に
配
さ
れ
た
長
岡
藩
士
の

姿
が
映
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見 

樹齢250年ともいわれた松は、道をおおうよ
うにそそり立っていました。しかし、残念な
ことに昭和34年（1959）、交通障害と暴風雨な
どによる倒木の恐れがあることから伐採され
ました。

▲物見の松の碑（関原町２丁目）

物も
の

見み

の
松ま

つ

の
碑ひ
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～よりよい環境を将来世代へと引き継ぐために～

問い合わせ＝環境政策課†24・0528

13

長岡市では、今後５年間の環境
施策の方針を定めるため、このほ
ど、環境基本計画を改訂しました。
今月は、この環境基本計画につい
てお知らせします。

環境にやさしい取り組みを
「環境配慮事項」として掲載

今回の改訂の特徴は、市民、事
業者、行政のそれぞれが、環境に
配慮するために日ごろから取り組
むべきことを、およそ150の「環境
配慮事項」として具体的に示した
ことです。
例えば、市民のみなさんに積極
的に取り組んでほしいこととして
は、次のような事項があります。

配慮事項の中には「照明やテレ
ビは、こまめに消す」といった、

だれもがすぐに実践できるものか
ら「太陽熱などの自然エネルギー
や雨水を活用する」など、コスト
を伴うものまで、約50の取り組み
があります。

事業者も
自主的な取り組みを！

同時に、計画では、事業者のみ
なさんにも、環
境保全に取り組
んでもらおうと
「社内での環境
教育」や「環境
にやさしい商品
の開発」「敷地
内の緑化」など、
70におよぶ配慮事項を掲げていま
す。また、市が、率先して取り組
むべきこととして紙の使用量の削
減など約50の事項を掲載していま
す。

家庭や職場、学校で、
ぜひこの取り組みを！

新しい環境基本計画は、６月上
旬から市役所１階の市民情報ラウ
ンジや図書館、環境政策課、長岡
市ホームページでご覧いただけま
す。みなさんも、この環境配慮事
項に、家庭や事業所で、ぜひ取り
組んでみてください。

・冷・暖房は、適温に保つ
・太陽熱などの自然エネルギーや
雨水を活用する
・使い捨て商品を利用しない
・イベントの際はごみを持ち帰る
・消雪用地下水は、無駄にくみ上
げない
・街路樹や公園などの緑を大切に
する
※他に、約40の配慮事項があり
ます

市政ニュース市政ニュース ……………………………………………………………………………………………………  ２～９２～９ 

お知らせお知らせ …………………………………………………………………………………………………………  10～27
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お知らせ ………………………………………………………  10～27

　姉妹都市・フォートワース市の市民訪問団28人が、この日阪之
上小学校を訪れ、６年生と一緒に書道に挑戦したり、子どもたち
の器楽演奏を鑑賞したりして交流を深めました。一行はこのほか、
長岡での滞在中、ホストファミリーとの交流や市内観光などを楽
しみました。 

　姉妹都市・フォートワース市の市民訪問団28人が、この日阪之
上小学校を訪れ、６年生と一緒に書道に挑戦したり、子どもたち
の器楽演奏を鑑賞したりして交流を深めました。一行はこのほか、
長岡での滞在中、ホストファミリーとの交流や市内観光などを楽
しみました。 

 ■■表紙　フォートワース市民訪問団の書道体験 
 （４月10日・阪之上小学校） 
■表紙　フォートワース市民訪問団の書道体験 
 （４月10日・阪之上小学校） 
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市
で
は
、
昨
年
九
月
に
事
業
者

の
募
集
を
行
い
、
応
募
の
あ
っ
た

五
者
の
う
ち
三
者
が
第
一
次
審
査

を
通
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

二
次
審
査
で
、「
マ
イ
ス
テ
ル
ジ
ャ

パ
ン
グ
ル
ー
プ
」（
下
表
参
照
）

を
選
定
。
今
後
、
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
優
先
的
に
交
渉
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

建
設
地
は
大
手
大
橋
東
詰
の
市

有
地
。
約
三
千
六
百
平
方
メ
ー
ト

ル
の
敷
地
に
五
階
建
て
、
延
床
面

積
約
五
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の

建
物
で
す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
で
つ

く
る
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
と
民
間
事

業
者
が
独
自
に
つ
く
る
付
帯
施
設

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

提
案
で
は
、
一
階
に
は
地
域
交

流
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
配
食
事
業

を
含
む
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

診
療
所
な
ど
が
入
り
ま
す
。
二
階

は
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
、
百
十
畳

の
大
広
間
を
は
じ
め
、
和
室
、
多

機
能
浴
場
（
打
た
せ
湯
、
歩
行
浴

場
、
露
天
風
呂
）
、
研
修
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
三
階
か

ら
五
階
ま
で
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
十
二
月
に
着
工
し
、
オ
ー

プ
ン
は
来
年
十
二
月
の
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
民
間
事
業
者
が

建
物
の
建
設
と
管
理
運
営
を
行
い

ま
す
。
市
は
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
分

の
建
設
費
と
管
理
運
営
費
を
分
割

し
て
支
払
い
、
二
十
年
後
に
は
セ

ン
タ
ー
施
設
の
譲
渡
を
受
け
ま
す
。

計
画
に
よ
る
と
、
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
に
か
か
る
建
設
費
と
二
十
年

間
の
管
理
運
営
費
は
、
市
が
建
設

し
、
運
営
も
直
営
で
行
う
場
合
と

比
べ
、
約
二
○
％
（
二
億
七
千
万

円
）
の
節
減
が
可
能
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
選
定
で
は
、
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
部
分
だ
け
で
な
く
、
民
間

事
業
者
が
つ
く
る
付
帯
施
設
の
提

案
内
容
に
つ
い
て
も
審
査
し
た
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

ま
た
、
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ

る
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、

事
業
者
が
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
な
し
く
み
を
つ
く
る
な
ど
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
新
た
な
事
業
シ
ス
テ
ム
を

生
み
出
し
ま
し
た
。

事
業
者
の
選
定
に
あ
た
っ
た
審

査
委
員
会
の
植
田
和
男
委
員
長

（
日
本
Ｐ
Ｆ
Ｉ
協
会
専
務
理
事
）

は
、「
こ
の
こ
と
は
、『
長
岡
モ
デ

ル
』
と
し
て
、
今
後
、
全
国
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
く
模
範
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
ま
ず
、
第
二
回
新

市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会
（
四

月
八
日
開
催
）
の
協
議
内
容
が
報

告
さ
れ
、
構
想
に
住
民
の
声
を
十

分
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
す
る

「
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
や

「
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
、
「
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
参

加
型
検
討
会
）
」
の
進
め
方
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
五
月
末
ま
で

に
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

続
い
て
行
わ
れ
た
議
会
議
員
の

定
数
・
任
期
に
つ
い
て
の
協
議
で

は
、
八
市
町
村
議
会
合
併
連
絡
会

（
八
市
町
村
の
正
・
副
議
長
、
合

併
関
係
の
委
員
会
の
正
・
副
委
員

長
で
構
成
）
か
ら
、
「
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
の
事
情
も
あ
り
、
合
意

点
は
ま
だ
見
い
出
せ
な
い
。
合
併

方
式
が
決
ま
ら
な
い
と
、
こ
の
議

論
は
深
め
ら
れ
な
い
」
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
委
員
か
ら
、
活
発

に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
議
題
は
、
新
設
合
併
か
長
岡
市

へ
の
編
入
合
併
か
と
い
う
合
併
の

方
式
と
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

合
併
方
式
の
検
討
と
合
わ
せ
て
、

次
回
以
降
、
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
間
で
税
率
等
に

違
い
が
あ
る
地
方
税
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
合
併
後
五
年
間
を

限
度
と
し
て
経
過
措
置
を
講
じ
な

が
ら
課
税
を
行
い
、
そ
の
後
、
統

一
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
市
町
村
の
一
般
職
員

の
身
分
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

職
員
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、

一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
や

事
務
事
業
の
効
率
性
等
を
考
慮
し

て
調
整
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま

し
た
。

合
併
後
も
地
域
住
民
の
声
を
施

策
に
反
映
さ
せ
、
き
め
細
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

合
併
前
の
市
町
村
単
位
ご
と
に
設

置
す
る
「
地
域
審
議
会
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
自
治
の
あ
り
方
に
関

す
る
国
の
中
間
報
告
が
ま
と
ま
る

の
を
待
っ
て
、
具
体
的
に
協
議
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
名
・
字
名
に
つ
い
て
は
、
そ

の
由
来
を
考
慮
し
、
ま
た
、
住
民

の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、

重
複
す
る
町
名
等
が
生
じ

な
い
よ
う
、
調
整
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
下
水
道
使
用

料
や
水
道
料
金
な
ど
、
合

併
す
る
際
に
調
整
が
必
要

な
項
目
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、

今
年
度
の
協
議
会
の
事
業

計
画
案
と
予
算
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り

と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る

「
任
意
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

次
回
は
、
五
月
二
十
日
c
午
後

三
時
三
十
分
か
ら
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
行
わ
れ
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
当
日
開

会
三
十
分
前
か
ら
先
着
順
（
五
十

人
程
度
）
で
受
け
付
け
ま
す
。
直

接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

県
内
初
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
業
手
法
を
採
用
し
、
平
成
16
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）

「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の
（
仮
称
）」
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト

事
業
費
は
二
割
節
減
さ
れ
ま
す

全
国
に
誇
る
「
長
岡
モ
デ
ル
」

長
岡
市
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
（
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
公
共
施
設
を
つ

く
る
方
法
）
で
新
し
い
福
祉
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
優

先
的
に
交
渉
す
る
事
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
に
よ
る
公
共
施
設
の
整
備
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
施
行
後
で
は
、
県
内
で
初
の
取
り
組
み
で
す
。

選
定
事
業
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
整
備
計
画
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲提案された施設の完成予想図
建設地は大手大橋東詰　外観は、信濃川に浮かぶ船をイメージしたもの
高齢者センターは２階、付帯施設は１・３・４・５階

提
案
さ
れ
た
施
設
の
内
容
は

第
4
回
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催

議
員
の
定
数
・
任
期
、
地
域
審
議
会
の
設
置
は
引
き
続
き
協
議
し
ま
す

任
意
合
併
協
議
会
の
第
四
回
会
合
が
四
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
の
定
数
・
任
期
の
取
り
扱
い
や
地
域
審
議
会
の
設
置
、
町
名
・
字
名
の
取
り
扱
い
な
ど
、

合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

将
来
構
想
の
策
定
に

住
民
の
声
を

議
員
の
定
数
・
任
期
は
合
併

方
式
と
合
わ
せ
て
検
討

地
域
審
議
会
の
設
置
も

次
回
検
討

重
複
町
名
は
住
民
の
意
向
を

尊
重
し
て
調
整

市政ニュース NAGAOKA

▲今回も大勢の方が傍聴されました

マイステルジャパングループの構成員

法　人　名 

（株）マイステルジャパン 

（社福）長岡福祉協会 

新日本製鐵（株） 

（株）高田建築設計事務所 

大川トランステイル（株） 

本拠地 

長岡市 

長岡市 

東京都 

長岡市 

新潟市 

本拠地 

新潟市 

東京都 

新潟市 
 

横浜市 

法　人　名 

（株）本間組 

日鐵リース（株） 

 

 

（株）ハリマビステム 

環境をサポートする 
（株）きらめき 
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市
で
は
、「
市
民
が
主
役
の
行

政
運
営
」
と
「
行
政
の
ス
リ
ム
化
・

効
率
化
」
を
基
本
と
し
て
、
平
成

十
四
年
三
月
に
「
第
二
次
長
岡
市

行
財
政
改
善
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
十
四
〜
十

七
年
度
に
、
市
が
取
り
組
む
行
財

政
改
善
の
具
体
的
な
内
容
を
百
二

十
項
目
定
め
た
も
の
で
す
。

平
成
十
四
年
度
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
経
費
等
の
節
減
を
中
心

に
取
り
組
み
、
こ
の
結
果
、
合
わ

せ
て
五
十
九
項
目
（
全
体
の
四
九

ま
ず
、
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
内
の
各
地
域
で
計
四
十
回
の

「
井
戸
端
会
議
」
を
開
催
。
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら

う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
中
で
、「
健
康
づ

く
り
」
は
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
「
手
段
」
で
あ
り
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が

い
ろ
い
ろ
と
健
康
づ
く
り
に
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
を
基
に
し
て
、
市
民
代
表

な
ど
で
構
成
す
る
策
定
部
会
や
委

員
会
で
検
討
し
、
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
各
世
代
別
の
「
あ
り
た

い
姿
（
目
指
す
健
康
の
姿
）」（
下

図
参
照
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
あ
り
た
い
姿
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
行
動
や
生
活
を
す
れ
ば
良
い

の
か
、
そ
の
具
体
的
な
目
標
を
示

し
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
は
、
平
成
十
五
〜
二

十
四
年
度
の
十
年
間
で
す
。

市
は
、
こ
の
計
画
を
基
に
、
地

域
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

基
本
計
画
の
概
要
は
、
健
康
セ

ン
タ
ー
、
市
役
所
一
階
市
民
情
報

ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

今
年
十
月
こ
ろ
ま
で
に
、
具
体

的
な
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
や

計
画
の
達
成
度
の
指
針
と
な
る
数

値
目
標
な
ど
を
ま
と
め
た
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）
を
策

定
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
「
井
戸
端
会
議
」
を
、

六
月
か
ら
各
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
て
ま
と
め
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
本
格
的
な
健

康
づ
く
り
事
業
を
始
め
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課
1

32
・
５
０
０
０
へ
ど
う
ぞ
。

％
）
に
つ
い
て
改
善
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
左
図
参
照
）。

主
な
取
り
組
み
内
容
は
、
下
欄

の
と
お
り
で
す
。

こ
こ
数
年
、
市
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
、
市
の
財
政
を
支
え
る
収

入
（
歳
入
）
が
大
き
く
減
少
し
て

い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
改
善

が
必
要
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
財
政
改
善
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
計
画
の
取
り
組
み
状
況

は
、
市
役
所
一
階
市
民
情
報
ラ
ウ

ン
ジ
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
管
理

課
1
39
・
２
２
０
８
へ
ど
う
ぞ
。

な
が
お
か
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21
基
本
計
画
を
策
定

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う

▲昨年、表町公民館で実施した井戸端会議で

ながおかヘルシープラン21
～「ありたい姿（目指す健康の姿）」とは～

乳幼児期
のびのび笑顔で
あんしん子育ち

（０～６歳）

学童･思春期
こころとからだの
バランスよい自立

（７～18歳）

高齢期
はつらつ笑顔は
みんなの手本

（65歳以上）

壮年期
自分らしく前向きに
仲間と共に歩む

（40～64歳）

青年期
元気な心身でうるおいの
ある充実した生活

（19～39歳）

人とひと
輝く笑顔がはぐくむ
健康なまち　ながおかa b

d

bb

120 
 項目 一部実施 

34項目 　 
（28％）  　 16項目   

（13％） 
着手 

　　検討中 
　45項目　 
（38％）　 

実施済 
   25項目　 
    （21％）　 

今
後
も
行
財
政
改
善
を
推
進

平成14年度末現在の
行財政改善推進計画の取り組み状況 行

財
政
改
善
推
進
計
画
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告

積
極
的
な
行
財
政
改
善
を
実
施
中

●福祉総合相談窓口の開設

さまざまな福祉サービスの内容を分かり
やすく説明する窓口として、１月から市役
所１階に「福祉総合相談窓口」を開設。こ
れまで複数の課で行っていた定型的な手続
きは、この窓口でも行えるようにしました。
●児童、生徒のための相談窓口の開設

子どものさまざまな問題に対応するため
の相談窓口として、４月に「子どもふれあ
いサポートコール」を設置し、子育てや教
育の支援体制を強化しました。
●各種手続きの簡素化

児童手当現況届など51種類の市の申請・
届け出を、12月から郵送やファクスなどで
も手続きができるようにしました。

●借入金（市債残高）の縮減

新たな借り入れをできるだけ抑制し、市
債残高を平成13年度末から約19億円減らし
ました。
●職員給与の引き下げ

民間企業の給与の実態等を考慮し、職員
の昇給を段階的に55歳で停止することとし
ました。
●職員数の削減

業務の委託や事業の見直しなどを進め、
平成14年度当初の職員数から26人削減しま
した。
●既存施設の活用による児童館の開設

既存の学校施設等を活用し、コストを最
小限に抑え、下川西、石坂、山谷沢、前川、
深沢、才津の各地区に新たに児童館を整備
しました。
●未利用市有地の売却促進

未利用の市有地を17区画売却し、収入を
約９億5 ,000万円確保しました。
●メール版市政だよりの発行

市のお知らせやイベント情報などを掲載
したメールマガジンの配信を２月から開始
し、市政の情報発信機能を充実しました。

平成14年度行財政改善の主な取り組み内容

▲福祉総合相談窓口（市役所１階市民課隣り）

市政ニュース NAGAOKA

　
私
た
ち
が
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、
体

　
私
た
ち
が
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、
体

の
健
康
と
と
も
に
、
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
た
り
、
気
の
合
う
仲
間

の
健
康
と
と
も
に
、
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
た
り
、
気
の
合
う
仲
間

と
交
流
し
た
り
と
い
う
心
の
健
康
も
欠
か
せ
ま
せ
ん

と
交
流
し
た
り
と
い
う
心
の
健
康
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
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市
民
の
み
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さ
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一
人
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康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め

　
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、

市
で
は
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
こ
の
ほ
ど
、
「
な
が
お
か

市
で
は
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
こ
の
ほ
ど
、
「
な
が
お
か

ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ

ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21
」
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

」
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
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そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
私
た
ち
が
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、
体

の
健
康
と
と
も
に
、
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
た
り
、
気
の
合
う
仲
間

と
交
流
し
た
り
と
い
う
心
の
健
康
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、

市
で
は
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
こ
の
ほ
ど
、
「
な
が
お
か

ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21
」
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
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冬
の
晴
れ
た
日
に
雪
の
な
い
道

路
で
、
地
下
水
を
流
し
続
け
る
消

雪
パ
イ
プ
。
そ
ん
な
風
景
を
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
た
び
長
岡
市
は
、
学
識
経

験
者
や
関
係
行
政
機
関
で
構
成
さ

れ
る
長
岡
市
地
下
水
対
策
協
議
会

か
ら
「
地
下
水
の
適
正
利
用
の
た

め
の
提
言
」
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
提
言
は
市
が
平
成
十
三
、

十
四
年
度
に
実
施
し
た
地
下
水
揚

水
量
調
査
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、

市
が
取
り
組
む
べ
き
地
下
水
対
策

の
方
向
を
示
し
た
も
の
で
す
。

提
言
で
は
、
現
在
の
地
下
水
の

利
用
は
無
駄
が
多
い
と
い
う
実
態

か
ら
、
今
後
も
地
下
水
を
貴
重
な

資
源
と
し
て
上
手
に
利
用
し
、
併

せ
て
地
盤
沈
下
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
全
体
の
使
用
量
を
現
状

の
範
囲
内
に
抑
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
①
消
雪
パ
イ
プ
の
地

下
水
の
適
正
利
用
の
具
体
的
な
基

準
を
定
め
た
節
水
要
綱
を
策
定
し
、

市
民
、
町
内
会
、
事
業
者
な
ど
利

用
者
に
一
層
の
節
水
を
求
め
て
い

く
こ
と
②
市
の
管
理
す
る
消
雪
パ

イ
プ
に
つ
い
て
は
、
率
先
し
て
散

水
量
を
適
正
に
絞
り
、
老
朽
化
し

た
も
の
を
節
水
型
の
も
の
に
順
次

切
り
替
え
て
い
く
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

市
は
今
ま
で
地
盤
沈
下
防
止
の

た
め
に
、
市
道
な
ど
に
新
し
い
消

雪
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
自
粛
し
て
き
ま
し
た
。

提
言
で
は
こ
れ
を
見
直
す
方
向
も

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
下
水
の
揚
水

の
総
量
を
こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と

な
く
、
節
水
分
を
通
学
路
や
積
雪

時
に
交
通
障
害
の
著
し
い
一
部
幹

線
道
路
な
ど
に
利
用
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

市
が
今
後
、
消
雪
パ
イ
プ
の
設

置
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
処
し
て
い

く
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
今
回
の
提
言
に
示
さ
れ

た
節
水
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
下
水
節
水
型
消
雪
制
御
シ

ス
テ
ム
の
開
発
（
左
欄
参
照
）
を

進
め
る
な
ど
、
適
正
利
用
の
た
め

の
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

す
。

節
水
分
で
新
し
い
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
を

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水
避
難
地
図
）の
原
案
が
完
成

洪
水
避
難
計
画
の
策
定
基
本
方
針
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

▲長岡市洪水避難地図（原案）

新
し
い
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
に

は
柔
軟
な
対
応
を

適
正
利
用
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す

地
下
水
の
総
使
用
量
は

現
状
の
範
囲
内
に
抑
制

地下水節水型消雪制御システムは、降雪の強
度をきめこまかくチェックすることで揚水量を
制御し、消雪のために必要な水量のみを散水す
るものです。
市は平成14年度に長岡技術科学大学にシステ
ム開発を委託し、今冬の実験結果がまとまりま
した。

地下水節水型消雪制御システム
の実験結果を報告します

約60％の地下水を節約できました
実験システムを設置したのは、市道中島４丁
目地内（総延長404ｍ）。比較のため在来型消雪

パイプに隣接する
同一路線の中島６
丁目（総延長520
ｍ）にも装置を設
置しました。
実験結果からは
次の２つのことが
わかりました。①
節水型消雪パイプ
の総揚水量は、従
来型に比べて約40
％であること。②
節水型消雪パイプ

の揚水ポンプの総使用電力量は、在来型より小
さく省エネルギー型であること。
市では平成15年度の冬も引き続き実験を委託
し、システムの有効性と効率化の検証を行い、
実用化に向けた取り組みを進めます。

従来型と節水型の消雪ポンプの
比較（同一面積の道路の消雪に
要した地下水揚水量と電力量）

市政ニュース NAGAOKA

国
・
県
・
市
で
は
、
大
雨
で
河

川
の
堤
防
が
破
れ
て
洪
水
と
な
ら

な
い
よ
う
治
水
対
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
朝

一
夕
に
実
現
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
局
地
的
な
豪
雨
が
多
発

す
る
と
い
う
気
象
傾
向
か
ら
、
全

市
的
な
洪
水
時
の
対
応
策
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
域
で
は
戦
後
、
信
濃
川
の
堤

防
が
破
れ
て
洪
水
が
起
き
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
三
十
六

年
六
月
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
集
中

豪
雨
の
際
に
は
、
蔵
王
地
区
と
水

梨
地
区
で
堤
防
が
欠
損
し
、
付
近

の
住
民
が
避
難
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
万
が
一
の
事
態
に
備

え
、
洪
水
避
難
地
図
を
作
成
し
、

洪
水
が
発
生
し
た
場
合
の
地
区
ご

と
の
危
険
度
や
、
避
難
す
る
際
に

必
要
な
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
市
民

の
み
な
さ
ん
に
提
供
し
て
、
洪
水

時
の
対
応
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
昨
年
十
一
月
に
長
岡
市

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討
委
員

会
（
委
員
長
・
早
川
典
生
長
岡
技

術
科
学
大
学
教
授
）
を
設
置
し
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
長
岡
市
洪

水
避
難
計
画
の
策
定
基
本
方
針
の

決
定
と
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
原

案
の
作
成
を
進
め
、
こ
の
た
び
市

に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
原
案
は

Ａ
ゼ
ロ
判
の
地
図
（
縦
一
一
八
・

九
㎝
×
横
八
四
・
一
㎝
の
両
面
）

で
、
信
濃
川
、
太
田
川
、
柿
川
、

稲
葉
川
の
破
堤
に
よ
る
洪
水
と
い

う
最
悪
の
状
況
を
想
定
し
、
そ
の

際
の
水
深
と
避
難
場
所
を
表
記
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
の
心

得
や
避
難
時
に
必
要
な
情
報
な
ど

も
載
せ
て
い
ま
す
。

市
で
は
提
出
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
原
案
を
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
有
効
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
、
長
岡
市
防
災
会
議
で
そ

の
内
容
と
活
用
方
法
を
検
討
し
て

も
ら
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
1

39
・
２
２
０
６
へ
ど
う
ぞ
。

洪
水
避
難
地
図
の

原
案
が
で
き
ま
し
た

洪
水
時
の
避
難
場
所
が

一
目
で
わ
か
り
ま
す

あなたの備えは大丈夫？

【平常時の心得】

¡天気予報や気象情報に気をつける。
¡非常食や持ち出す
ものなどを準備して
おく。
非常食には調理の手間

がかからず、水もあまり

使用しないレトルト食品

や缶詰などを選んでくだ

さい。また、懐中電灯やラジオ、乾電池も忘れずに用

意しておきましょう。

¡大雨や台風に備えて、家のまわりを点
検したり、整備したりしておく。
家のまわりに吹き飛ばされそうなものはないか、雨

戸や雨どいは傷んでいないか確認しておきましょう。

また、家の前の排水溝がつまっていないかなどの確認

も必要です。

¡避難場所や避難路を確認しておく。
自分の地区の避難所はど

こなのか、そこに安全に行

くためにはどういう経路で

行けばいいのかを確認して

おきましょう。

¡一人暮らしの高齢
者には気配りを。
自分の家族や住まいだけ

でなく、地域全体にも目を向けましょう。特に一人暮

らしの高齢者や病人には普段から気配りが必要です。

【洪水時の地下施設は危険です】
地下施設は閉鎖的な空間で、外の様子がわかりにく

く、万が一、水が流れ込み始めると、流れてくる水に

逆らって避難することが困難です。

中心市街地では、不特定多数の

利用がある地下施設として、JR長

岡駅大手口駅前の地下道や大手通

り地下駐車場などがあります。

異常に気付いた時、避難の呼び

かけがあった時には、すぐ地上に移動しましょう。
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三
月
二
十
四
日
、
米
百
俵
賞
選

考
委
員
会
が
開
か
れ
、
第
七
回
米

百
俵
賞
受
賞
者
に
千
葉
県
在
住
の

高
橋
一
馬
さ
ん
（
緑
の
サ
ヘ
ル
代

表
理
事
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
米
百
俵
賞
の
意
義
に

広
が
り
を
持
た
せ
、
人
類
の
将
来

の
た
め
に
と
い
う
新
し
い
観
点
で

受
賞
者
を
選
考
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
長
岡
野
菜
を
食

べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

長
岡
巾
着

き
ん
ち
ゃ
く（
な
す
）
、
な
し
な
す
、

お
も
い
の
ほ
か
（
食
用
菊
）
、
体た

い

菜な

、

土ど

垂た

れ
（
里
芋
）
、
ゆ
う
ご
う
、

糸い
と

瓜う
り

、
だ
る
ま
れ
ん
こ
ん
、
ズ

イ
キ
、
肴
豆

さ
か
な
ま
め
（
枝
豆
）
、
か
ぐ
ら

な
ん
ば
ん
。

こ
の
十
一
品
目
が
長
岡
野
菜
と

し
て
こ
れ
ま
で
認
定
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
ど
の
野
菜
も
昔
か
ら

長
岡
地
域
で
作
ら
れ
、
人
び
と
に

親
し
ま
れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
見
か
け
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
、
全
国
で
伝
統
的
な
郷
土
料

理
や
食
材
と
い
っ
た
地
元
の
多
様

な
食
文
化
を
守
り
育
て
よ
う
と
い

う
運
動
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
な
か
四
月
三
日
、
長
岡

野
菜
の
種
子
の
保
存
や
生
産
と
消

費
の
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
も

う
と
「
長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
長
岡

野
菜
の
認
定
や
料
理
教
室
の
開
催

と
い
っ
た
普
及
活
動
を
行
っ
て
き

た
長
岡
野
菜
研
究
会
を
母
体
に
結

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
生
産
者
や

農
業
団
体
、
消
費
者
、
流
通
業
者

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
長
岡
市
も
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
に
参
加

し
て
い
き
ま
す
。

長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会
の
活

動
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
ス
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ま
ち
の
八
百
屋
な

ど
で
、
長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会

の
認
定
マ
ー
ク
の
貼
ら
れ
た
、
な

つ
か
し
い
野
菜
を
見
か
け
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
で
は
今
年
、
ふ
る
さ
と
体
験

農
業
セ
ン
タ
ー
で
、
長
岡
巾
着
、

な
し
な
す
、
お
も
い
の
ほ
か
を
栽

培
し
、
種
の
保
存
や
展
示
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
こ

れ
ら
の
長
岡
野
菜
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
の
方
法
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

高
橋
一
馬
さ
ん
は
「
飢
餓

き

が

ベ
ル

ト
」
と
呼
ば
れ
、
慢
性
的
な
食
糧

不
足
に
陥
っ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
・

サ
ヘ
ル
地
域
で
食
糧
自
給
を
目
指

し
、
十
年
間
に
三
十
万
本
以
上
の

苗
木
を
生
産
・
植
林
し
て
い
ま
す
。

米
百
俵
賞
選
考
委
員
長
の
半
藤

一
利
さ
ん
は
「
高
橋
さ
ん
は
若
い

と
き
に
志
を
立
て
て
、
そ
の
目
標

に
向
か
っ
て
活
動
し
て
い
る
人
で

す
。
ま
さ
に
人
生
そ
の
も
の
が
米

百
俵
的
な
生
き
方
で
あ
り
ま
す
。

長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会
が
発
足

長
岡
野
菜
の

生
産
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す

長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会
の

取
り
組
み
を
支
援

s長岡野菜ブランド協会の認定マーク
商品に貼付し、長岡野菜のＰＲに使

います。
米百俵デー市民の集い

（入場無料）
人
類
の
将
来
の
た
め
に
と
い
う
新
し
い
観
点
で

第
七
回
米
百
俵
賞
の
受
賞
者
に

高
橋
一
馬
さ
ん
が
決
定

市政ニュース NAGAOKA

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

で
長
岡
野
菜
を
栽
培

▲「おもいのほか」の種の保存に向けた苗の
植え付け（４月11日・ふるさと体験農業セン
ター）
苗は昨年、新潟県農業総合研究所園芸研究
センターから原苗を譲り受け、大積高鳥町、
才津町の農家で育成したものです。今年は約
40戸の農家が栽培を予定しています。
収穫期は10月下旬から11月上旬です。白根
市を中心に栽培されているカキノモトに比べ、
花色が淡く、独特のほのかな甘みと歯ごたえ
が楽しめます。

▲長岡巾着
一般に流通しているなすに比べ、ややつ
ぶれた球形でへたの部分に浅いしわが入る
のが特徴。皮はやや固めで実の質はしっか
り詰まっているので蒸す、煮る、揚げるな
どの加熱料理に最適な品種です。
「盆だてがんにナスの皮の雑炊」と長岡
甚句にも登場するなど古くから長岡地域で
親しまれてきました。

そ
こ
が
賞
を
贈
る
一
番
の
決
め
手

に
な
り
ま
し
た
」
と
選
考
の
理
由

を
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
回
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
の

秘
境
ム
ス
タ
ン
で
農
業
技
術
の
指

導
や
学
校
・
病
院
建
設
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
長
年
尽
く
さ

れ
て
い
る
、
同
国
在
住
の
近
藤
亨

さ
ん
に
米
百
俵
賞
特
別
賞
を
贈
る

こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

人
生
そ
の
も
の
が

米
百
俵
的
な
生
き
方
と
評
価

特
別
賞
を
近
藤
亨
さ
ん
へ

▲アフリカ・サヘル地域で地元の人たちと一緒に農
作業をする高橋一馬さん（写真中央）

日時＝６月15日a午後１時30分～４時30分
会場＝リリックホール・コンサートホール
内容＝①第７回米百俵賞贈呈式

選評…半藤一利さん（作家）
②講演会

演題…「ムツゴロウ、
大いに語る！」、講師
…作家・畑正憲さん
申し込み＝はがきに　
「市民の集い」参加
希望、住所、氏名、
電話番号、参加人数
を記入し、５月６日
c～26日bに〒９４０

－８５０１長岡市役所庶務課へ（電話でも可。
当日は手話通訳、要約筆記あり）

問い合わせ　庶務課1３９・２２０３

▲畑正憲さん

３月19日d、中米にあるホンジュラス共和国の文化大
臣ミレージャ・バトレス・メヒアさんが森市長を表敬訪
問した際、今年の６月に同国で『米百俵』を上演するこ
とを明らかにしました。

バトレス・メヒア文化大臣は
米百俵の話に感動し、文化省お
かかえの劇団による上演を決意。
自ら長岡市米百俵財団発行の英
語版『米百俵』の『One Hundred
Sacks of Rice』をもとにスペイ
ン語訳を作成し、上演の実現に
努めてきました。
「米百俵という教育を大切に
する精神をうまく、スペイン語

で表現できました」と話す大臣に、森市長も「米百俵を
上演されると聞き、大変興奮しています。長岡で生まれ
た米百俵の話が世界に広がることは、非常に喜ばしいこ
とですね」とこたえました。

ホンジュラス共和国で
『米百俵』を上演

４月９日dから15日cまで表参道・新潟館ネスパス
（東京都渋谷区神宮前）で、「米百俵の世界～米百俵を生
んだ風土とその精神～」が開催されました。
国漢学校の流れをくむ長岡高校の同窓生有志により設
立された特定非営利活動法人「米百俵スクールプロジェ
クト」が、首都圏の人たちに本当の「米百俵」を知って
もらおうと企画したものです。
連日、座談会、講演会、ビデオ上映などの催しが実施
されたほか、米百俵と小林虎三郎ゆかりの資料やパネル
の展示、カンボジアにおけ
る米百俵スクールプロジェ
クトの活動紹介、米百俵関
連商品、長岡市の物産の販
売も行われました。
７日間の期間中に約２,５
００人を超える入館者がネス
パスを訪れ、「米百俵の世
界」展は大盛況でした。

表参道・新潟館ネスパスで
「米百俵の世界」展を開催

▲森市長と談笑するホンジ
ュラス共和国のバトレス・
メヒア文化大臣（左）

▲作家・原山建郎さんと稲川明雄
中央図書館長によるオープニング
対談「米百俵と私」（４月９日）
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①
「
庭
木
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

土
や
肥
料
、
病
害
虫
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
24
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

前
　
講
師
＝
6
長
岡
市
公
園
緑

地
協
会
会
員
　
定
員
＝
50
人

参
加
料
＝
無
料
　
持
ち
物
＝
軍

手
　
申
し
込
み
＝
５
月
19
日
b

ま
で

②
「
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
寄
せ

植
え
の
楽
し
み
方
」

プ
ラ
ン
タ
ー
に
草
花
や
低
木

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
育
て
る
楽
し

み
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
後
１
時

長岡市ホームページアドレス

ミ
ニ
情
報
欄
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を

「
催
し
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
健
康
」「
募

集
」「
く
ら
し
」
の
項
目
に
分
け
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
掲
載
希

望
月
の
前
月
５
日
（
土
・
日
・
祝
日

の
場
合
は
そ
の
前
日
）
ま
で
に
原
稿

を
〒
９
４
０
―
８
５
０
１
長
岡
市
役

所
秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持

参
、
FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ル

inf-prd@
city.nagaoka.niigata.jp

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
書
広
報
課
1
39
・
２
２
０
２

車
椅
子
の
人
も
、
そ
う
で
な
い
人

も
楽
し
め
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
＝
５
月
５
日
-
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
　
場
所
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
広
場

車
椅
子
社
交
ダ
ン
ス
普
及
会
・
堀

川
誠
さ
ん
1
０
９
０
・
４
１
２
２
・

５
７
９
５

日
時
＝
５
月
10
日
g
午
後
２
時
か
ら

テ
ー
マ
＝
宮
田
宏
平
〜
そ
の
人
と
作

品
　
講
師
＝
学
芸
課
長
・
小
見
秀
男

さ
ん
　
場
所
＝
講
堂

県
立
近
代

美
術
館
1
28
・
４
１
１
１

日
時
＝
５
月
13
日
c
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三

和
２
）

定
員
＝
20
人

５
月
１

日
e
〜
12
日
b
に
教
育
セ
ン
タ
ー
内

・
長
岡
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
、

曇
天
の
場
合
は
中
止
）。

日
時
＝
５
月
９
日
f
・
６
月
６

日
f
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

日
時
＝
５
月
18
日
a
・
６
月
８

日
a
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
　
対
象
＝
小
学
４
年
生
〜

高
校
生
ま
た
は
親
子
　
定
員
＝

15
人
　
材
料
費
＝
粘
土
１
㎏
４

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
５
月
15

日
e
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
英

語
の
わ
ら
べ
歌
や
遊
び
歌
、
外

国
の
行
事
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
友
だ
ち

づ
く
り
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
10
時

〜
11
時
　
会
場
＝
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
学
生
ま

た
は
親
子
　
定
員
＝
20
人
　
申

し
込
み
＝
６
月
１
日
a
ま
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
５
月

26
日
b
〜
30
日
f
ま
で
夏
番
組

に
入
れ
替
え
の
た
め
お
休
み
し

ま
す
。
５
月
31
日
g
か
ら
「
夏

の
星
座
と
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
か
ら

人
間
ま
で
」
を
投
映
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
田
植
え
体
験
、

い
も
苗
植
え
体
験
（
豚
汁
の
サ

ー
ビ
ス
）

持
ち
物
＝
長
靴
、

軍
手
、
昼
食
　
問
い
合
わ
せ
＝

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
５
３
６
０

利
用
対
象
者
は
、
市
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
お
お
む
ね

30
歳
以
下
の
人
で
す
。

日
時
＝
５
月
16
日
〜
７
月
25
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
（
う
ち
１
回
は
６

月
12
日
e
。
７
月
11
日
f
は
休

み
。
計
10
回
）

定
員
＝
25
人

受
講
料
＝
８
０
０
円
　
講
師
＝

篠
田
由
紀
子
さ
ん
　
申
し
込
み

＝
５
月
14
日
d
ま
で
に
受
講
料

を
添
え
て
ホ
ー
ム
へ

期
間
＝
６
月
〜
９
月
　
時
間
＝

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

申
し
込
み
＝
５
月
30
日
f
ま
で

に
、
４
カ
月
分
の
受
講
料
と
利

用
者
協
議
会
費
４
０
０
円
を
添

え
て
ホ
ー
ム
へ

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
緑
の
広
場

講
師
＝
市
政
だ
よ
り
「
園
芸
教

室
」
担
当
・
小
林
正
夫
さ
ん

定
員
＝
30
人
　
参
加
料
＝
２
、

０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
空
の
５

０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
（
土
入
れ
用
）、
事
務
用
は

さ
み
　
申
し
込
み
＝
５
月
19
日

b
ま
で

③
「
庭
木
の
せ
ん
定
」

日
時
＝
６
月
７
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
集
合
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

前
　
講
師
＝
6
長
岡
市
公
園
緑

地
協
会
会
員
　
定
員
＝
70
人

参
加
料
＝
無
料
　
持
ち
物
＝
軍

手
、
せ
ん
定
は
さ
み
　
申
し
込

み
＝
５
月
30
日
f
ま
で

協
議
会
1
32
・
３
７
１
６
へ

日
時
＝
５
月
13
日
〜
27
日
の
毎
週
火

曜
日
午
後
７
時
15
分
〜
８
時
　
会
場

＝
神
田
小
学
校
体
育
館
　
参
加
料
＝

５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝

動
き
や
す
い
服
装
・
室
内
運
動
靴

石
坂
さ
ん
1
・
FAX
28
・
１
６
７
４

日
時
＝
５
月
18
日
a
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
内
容

＝
体
験
発
表

6
実
践
倫
理
宏
正

会
・
山
田
恵
子
さ
ん
1
25
・
３
２
８
５

よ
い
家
庭
生
活
の
た
め
に
衣
・
食
・

住
と
家
計
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
①
５
月
21
日
d
②
６
月
18
日

d
③
７
月
16
日
d

時
間
＝
午
前
10

時
10
分
〜
午
後
２
時
30
分
　
受
講
料

＝
１
、２
０
０
円
（
各
１
回
。
そ
の
ほ

か
、
各
回
と
も
調
理
実
習
に
使
う
材

料
費
が
必
要
）

託
児
＝
１
回
２
０

０
円
（
要
お
子
さ
ん
の
弁
当
）

会

場
＝
長
岡
友
の
家
（
稲
葉
町
字
南
田

16
の
８
1
24
・
１
８
１
５
）

長

岡
友
の
会
・
棚
橋
さ
ん
1
34
・
０
７

５
４

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
歯
科
健
診
、
相
談
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
。
フ
ッ
素
塗
布
（
５
歳

児
ま
で
。
要
申
し
込
み
）

参
加
料

＝
無
料

５
月
31
日
g
必
着
で
、

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
住
所
、

氏
名
、
希
望
時
間
（
午
前
ま
た
は
午

後
）
を
、
返
信
の
表
に
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
０
８
６
５

四
郎
丸
町
２
３
２
の
１
長
岡
歯
科
医

師
会
1
32
・
１
４
３
０
へ

公
園
緑
地
課
†
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

１●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

２

●
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
広
場
（
無
料
）

３

●
着
物
着
付
け
教
室

１

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

農
林
政
策
課
†
39
・
2
2
2
4

●
田
植
え
ま
つ
り
（
無
料
）

●
花
と
緑
の
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

●
楽
し
い
教
養
講
座

（
受
講
生
追
加
募
集
）

２

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
車
椅
子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
体
験
会

■
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

■
小
・
中
学
生
の
子
を
持
つ

親
の
集
い
（
無
料
）

■
生
活
講
習
会
受
講
生
募
集

■
歯
の
衛
生
週
間
記
念
イ
ベ
ン
ト

花いっぱいフェア2003～咲かそう花を 育てよう緑を～ 5月24日G、25日A

【メーン会場】千秋が原ふるさとの森
各コーナーへの参加申し込みは、当日それぞれの会場
で受け付けます（先着順）。参加料の記載がないものは、
参加無料です。
24日Gの催し
●市民の花のプランターづくり
市制97周年に合わせ、97個のタイヤプランターを作ります。
会場＝コミュニティモール南端
●開場式
会場＝コミュニティモール
24日G・25日Aの催し
●花と緑の教室
事前申し込みが必要です。内容や会場など、詳しくは、
今月の公園緑地課からのお知らせをご覧ください。
●花いっぱい活動紹介コーナー
会場＝スカイウェー
●花いっぱい運動2003交流会
会場＝ハイブ長岡２階Ｄ・Ｅ会
議室
●市民バザール
会場＝アトリウム前噴水脇
花苗や園芸用品などの交換・
即売会です。
●花と緑の相談コーナー 会場＝事務局テント脇
●庭造り提案コーナー 会場＝コミュニティモール
●手づくりガーデニンググッズコーナー 会場＝緑の広場
●ドライフラワーのアレンジメント 会場＝緑の広場
小さなカゴにドライフラワーを飾ります。

定員＝各回30人　参加料＝250円
●エッグポマンダーづくり 会場＝緑の広場
卵の殻を使ったおしゃれなハーブ入れを作ります。
定員＝30人 参加料＝100円
●押し花を使った小物づくり 会場＝緑の広場
使用済み牛乳パックを押し花で飾り、はがき入れなど
の小物を作ります。
定員＝30人　参加料＝200円
●手作り木製グッズ・土づくり体験コーナー
会場＝緑の広場　参加料＝プランターづくり…500円、土
づくり・花苗…300円
●花の名前当てクイズ 受付＝事務局テント
●花の音楽会 会場＝野外音楽堂
●花かおる茶会
期日と内容＝①24日g…ハーブティー・クッキーなど
会場＝緑の広場 参加料＝200円 ②25日a…長岡技術科
学大学茶道部による立礼式茶会　会場＝せせらぎ周辺
参加料＝350円
●花のパズルゲーム・紙芝居コーナー 会場＝緑の広場
●グリーンマーケット 会場＝コミュニティ広場
●青空レストラン 会場＝コミュニティ広場

【サテライト会場】桂小学校・山本地区 25日A花植え
山本地区のみなさんが主体となり、地域の方々が育て
た花苗を花壇とプランターに植えます。

問い合わせ＝花いっぱいフェア開催協議会事務局
（公園緑地課内）†３９・２２３０

▲千秋が原ふるさとの森・
花の広場

サンライフ長岡・趣味創作教室焼物教室（陶芸）
期　日＝６月～11月の①第１・第３水曜日②第２・第４水曜日

③第２・第４金曜日（８月は休み、全10回）
時　間＝午後６時30分～８時　
会　場＝サンライフ長岡
定　員＝各10人
参加料＝4,000円
申し込み＝５月７日d～11日aにサンライフ長岡1３６・７２００へ

初心者パソコン講習6月受講生募集
会　場＝各講座とも中央公民館406教室
受講料＝①②2,000円（テキスト代別）
申し込み＝５月19日b（消印有効）までに、往復はがきの往

信の裏にコースＮＯ．、住所、氏名、年齢、電話番
号を、返信の表に郵便番号、住
所、氏名を記入して〒940－0072
柳原町２の１長岡市中央公民館
へ（はがき１枚につき１コース。
申し込み多数の場合は、抽選）

①パソコン入門講座～スイッチから（４回コース）
パソコンの基本操作、インターネット操作、メールの送受
信を学びます。

②ワープロはじめて講座（４回コース）
ワープロソフト（ワード）の簡単な操作を学びます。

問い合わせ＝中央公民館†３２・０４３７

■
美
術
鑑
賞
講
座
（
無
料
）

「ゆめ農園」農業体験参加者募集
農家のみなさんと一緒に、農業体験をしてみませんか。
ご家族、友人などお誘い合わせのうえどうぞ。
体験日＝５月24日g、７月31日e、11月15日g

体験内容＝トウモロコシ、枝豆、里いも、大根の栽培　
場所＝ゆめ農園（ロングライフセンター隣り）
定員＝30人（多数の場合抽選）
参加料＝2,000円　申し込み＝５月19日bまでに農林政策
課139・２２２４へ
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会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
　
定
員

＝
20
人

申
し
込
み
＝
５
月
12
日

b
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に

応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

日
時
＝
５
月
21
日
d
・
６
月
４
日

d
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
問
い

合
わ
せ
＝
長
岡
市
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
1
47
・
２
２
０
８
、

FAX
47
・
２
２
０
６

大
会
期
日
＝
６
月
29
日
a
（
全
日

程
は
１
週
間
程
度
）

種
別
＝
10

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
　
費
用
＝
20
万
円
程

度
　
申
し
込
み
＝
５
月
12
日
b
ま

で
に
7
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
1
39
・
２
７
１
４
へ

ほ
ほ
笑
み
の
国
・
タ
イ
の
魅
力

の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
28
日
b
〜
５
月
11
日

a〔
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
〕

日
時
＝
５
月
５
日
-
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

内
容
＝
海
・
山
・
古

都
に
都
会
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
の

素
顔
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
＝
５
月
28
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
２
０
２
会
議

室
　
講
師
＝
和
田
冨
美
さ
ん
（
カ

ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

定

員
＝
30
人
　
持
ち
物
＝
お
気
に
入

り
の
ス
カ
ー
フ
・
普
段
お
使
い
の

化
粧
品
　
申
し
込
み
＝
電
話
で

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）
開

催
時
は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
三
尺

玉
ネ
ッ
ト
」
の
み
な
さ
ん
が
、
子

育
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
保
育

あ
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
23
日
f
午
前
10
時
30

分
か
ら
　
申
し
込
み
＝
５
月
17
日

g
ま
で

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
親
子

で
絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
27
日
c
午
前
11
時
か

ら
（
30
分
程
度
）

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊
び

や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
14
日
d
、
21
日
d
、

28
日
d
、
６
月
４
日
d
の
午
前
11

時
か
ら
（
15
分
程
度
）

子
育
て
に

関
す
る
不
安

や
悩
み
、
子

ど
も
と
の
接

し
方
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
員
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分◎
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育
士

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
10
日
g
正
午
〜
午
後

６
時
30
分
、
11
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

障
害
者
送
迎
用
車
両
の
一
時
駐

車
場
所
と
し
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー

裏
側
の
1
丸
大
の
業
務
用
ス
ペ
ー

ス
（
空
い
て
い
る
場
合
に
限
り
ま

す
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で
。

期
間
＝
５
月
７
日
d
〜
12
日
b

期
間
＝
５
月
14
日
d
〜
19
日
b

期
間
＝
５
月
21
日
d
〜
26
日
b

期
間
＝
５
月
28
日
d
〜
６
月
２
日
b

最
近
の
話
題
や
気
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
、
お
話
や
新
聞
記
事
を

通
じ
て
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
の
テ
ー
マ
は
『
結
婚
〜
理

想
と
現
実
〜
』
で
す
。

日
時
＝
５
月
〜
７
月
の
第
２
・
第

４
火
曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

人
前
で
話
す
練
習
や
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
、
き
つ
音
を
改
善
し
て
い

く
会
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
18
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
２
０
４
会
議
室
　
参
加

料
＝
無
料

家
田
さ
ん
1
０
２
５

・
２
６
６
・
５
７
４
１
（
午
後
６
時

〜
10
時
）

日
時
＝
５
月
21
日
d
午
後
６
時
〜
７

時
30
分
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

講
師
＝
渡
邊
一
雄
さ
ん

長
岡
中

央
綜
合
病
院
地
域
保
険
福
祉
セ
ン
タ

ー
課
長
・
片
桐
ひ
ろ
子
さ
ん
1
35
・

３
７
０
０

参
加
無
料
。
託
児
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
①
５
月
24
日
g
午
前
10
時
〜

正
午
、
②
25
日
a
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

言
語
交
流

研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

坂
井
さ
ん
1
63
・
４
３
５
６

ポ
マ
ト
倶
楽
部
（
長
岡
周
辺
地
域

の
若
手
農
業
者
ク
ラ
ブ
）
と
一
緒
に

さ
つ
ま
い
も
の
定
植
や
中
間
管
理
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
９
時
か
ら

（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
関
原
西
部

丘
陵
ポ
マ
ト
倶
楽
部
ほ
場
（
国
道
８

号
「
高
頭
町
入
口
」
交
差
点
近
く
）

参
加
料
＝
無
料

三
古
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
・
野
村
さ
ん
1
35
・

３
０
５
０

受
講
料
＝
１
、５
０
０
円
　
持
ち

物
＝
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
テ
ー
プ

申
し
込
み
＝
５
月
27
日
c
必
着

で
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
編
集
講

座
」
希
望
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し

て
〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原

町
２
の
１
長
岡
市
中
央
公
民
館

へ
（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
。

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

家
計
簿
と
会
社
の
会
計
の
違

い
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
簿
記

の
基
礎
を
学
習
し
ま
す
。

日
商
簿
記
３
級
の
取
得
に
も

役
立
ち
ま
す
。

日
時
＝
６
月
17
日
〜
11
月
４
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
７
月
29
日
〜
９
月
23

日
は
休
み
）

会
場
＝
長
岡
大

学
　
講
師
＝
長
岡
大
学
専
任
講

師
・
梅
津
亮
子
さ
ん
　
定
員
＝

40
人
　
受
講
料
＝
５
、０
０
０
円

（
ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
・
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
代
が
必
要
）

社
会
問
題
、
市
民
生
活
、
一

般
教
養
な
ど
に
関
わ
る
諸
テ
ー

マ
で
幅
広
く
学
び
合
い
、
現
代

社
会
に
生
き
る
私
た
ち
の
あ
り

方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
５
月
19
日
〜
10
月
27
日

の
月
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
計

19
回
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
変
更

の
可
能
性
あ
り
）

会
場
＝
中

央
公
民
館
ほ
か
（
２
回
は
館
外

学
習
）

内
容
＝
新
潟
の
風
景

を
語
る
、
江
戸
時
代
の
長
岡
と

庶
民
の
く
ら
し
、
経
済
問
題
、

子
供
の
学
力
と
学
校
週
５
日
制
、

新
聞
を
通
し
て
み
た
社
会
、
山

本
五
十
六
の
教
育
観
な
ど
　
定

員
＝
90
人

受
講
料
＝
２
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
５
月
８
日

e
か
ら

映
像
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、

実
際
に
ビ
デ
オ
の
編
集
作
業
を

行
っ
て
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
c
、
24
日
c

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
　
会
場

＝
長
岡
造
形
大
学
　
講
師
＝
長

岡
造
形
大
学
専
任
講
師
・
真
壁

友
さ
ん
、
非
常
勤
講
師
・
中
島

崇
さ
ん
　
定
員
＝
８
組
（
24
人
）

①
、
②
と
も
、
出
演
は
、
越
後
瞽

女
唄
葛
の
葉
会
の
み
な
さ
ん
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
瞽
女
唄
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
家
田
さ
ん
1
35
・
９
５

３
８
（
正
午
〜
午
後
７
時
）
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
10
日
g
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
唯
敬
寺
（
草
生
津
３
）

内
容
＝
飯
坂
小
唄
、
瞽
女
万
歳
ほ
か

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
小
・
中
学
生

は
無
料
）

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
弓

町
１
）

内
容
＝
岩
室
、
石
童
丸
ほ

か

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
当
日

２
０
０
円
増
）

日
時
＝
５
月
17
日
g
①
午
後
０
時
20

分
か
ら
②
午
後
２
時
40
分
か
ら
③
午

後
５
時
か
ら
④
午
後
７
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
　
入
場
料
＝
一
般

・
学
生
１
、４
０
０
円
、
ペ
ア
２
、４

０
０
円
（
一
般
・
学
生
と
も
）、
当
日

は
一
般
１
、７
０
０
円
、
学
生
１
、５

０
０
円
。
小
学
生
・
シ
ニ
ア
（
60
歳

以
上
）
・
障
害
者
・
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
人
・
介
助
の
人
・
外
国
籍
の

人
１
、０
０
０
円

市
民
映
画
館
を

つ
く
る
会
1
・
FAX
33
・
１
２
３
１
（
月

・
金
曜
日
の
夜
）
ま
た
は
長
岡
商
工

会
議
所
1
32
・
４
５
０
０
（
平
日
の
昼
）

日
時
＝
５
月
26
日
b
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場

入
場
料

＝
５
、０
０
０
円
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
料

含
む
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

長
岡
・
高
木
さ
ん
1
37
・
１
９
１
９

●
な
が
お
か
市
民
大
学

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
編
集
講
座

１

●
な
が
お
か
市
民
大
学

会
計
の
基
礎
知
識

〜
簿
記
入
門

２

●
さ
わ
や
か
大
学

３

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
「
き
つ
音
を
語
り
合
お
う
」
に
い

が
た
言
友
会
・
な
が
お
か
例
会

■
講
演
会
「
病
院
が
変
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
変
え
る
」（
無
料
）

■
講
演
会
「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」

■
さ
つ
ま
い
も
栽
培
体
験
会

■
瞽
女
唄
公
演

ご

ぜ

①
瞽
女
の
祭
り
　
妙
音
講

②
春
の
瞽
女
公
演

■
映
画
「
猟
奇
的
な
彼
女
」
上
映
会

■
森
山
良
子

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ながおか市民センターの催し　†39・2763
時間の記載がないものは、平日が午前９時～午後９時、土曜・日曜・祝日が午前９時～午後６時30分です。
金額の記載のない催しは、すべて無料です。市民ギャラリー・イベント広場の利用申し込みは随時受け付けています。

●
サ
ー
ク
ル
絵
手
紙
展

１●
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

２●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展

３●
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
一
人
展

４ お
知
ら
せ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

w
ill@
city.nagaoka.niig

ata.jp

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

●
友
好
都
市
「
ト
リ
ア
ー
国
際
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
参
加
者
募
集

１

●
交
流
サ
ロ
ン

「
ウ
ィ
ル
で
お
し
ゃ
べ
り
！
」

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

②
「
絵
本
を
楽
し
も
う
！
」

２●
相
談
窓
口

３

●
身
体
障
害
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

そ
の
他
の
催
し

●
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
タ
イ
ラ
ン

ド
２
０
０
３
（
無
料
）

２

●
〜
自
分
に
似
合
う
色
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
〜
¬
カ
ラ

ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座
」

●
子
育
て
講
座

①
「
転
入
マ
マ
・
新
米
マ
マ
・

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
マ
講
座
」

１

●
日
新
流
中
越
華
道
展

国営越後丘陵公園へ行こう！

４月29日（みどりの日）、５月25日aは、
春の都市緑化推進運動にちなみ入園無料。ま
た、５月５日（子どもの日）は、15歳未満の
入園料が無料（いずれも駐車料は有料）。
■『スプリングフェア ’03』5月5日_まで
開催中！
約13万本のチューリップが５月初旬まで園内で楽しめます。

☆ハーブドライフラワーアレンジ（４月２９日_、５月５日_）
時間＝①午前11時から②午後２時から　定員＝各回20人　
料金＝500円
☆チューリップのブーケづくり （５月３日_）
時間＝午後１時30分～２時30分　定員＝20人　料金＝500円
☆ふれあい動物園 （５月３日_～５日_）
☆ポニーに乗ろう （５月３日_～５日_） 料金＝100円
☆「ビッグストリートオルガン」演奏 （５月３日_～５日_）
☆銀粘土アクセサリー （５月３日_～５日_）
☆ディスクゴルフ体験教室 （５月５日_）
■バードウィーク展 期間＝５月７日d～11日a

愛鳥週間にちなみ、バードカービング約80点やパネル展示な
どを行います。
■山野草展 期間＝５月17日g、18日a

イワチドリなどの山野草の寄せ植えを展示いたします。
■ばらまつり　「ばら園」5月24日Gオープン！
期間＝５月25日a～６月８日a（見ごろ：５月中旬～６月上旬）
ばらの豊かな香りに包まれて、ごゆっくりお過ごしください。
☆「香りのカード」プレゼント
日時＝期間中の土・日曜日の午前９時30分から（先着100人）
☆講演会「ばらの香り」
日時＝６月１日a午後１時～３時
講師＝㈱資生堂香料開発室・蓬田勝之さん
☆「ばら講習会」（指導：新潟ばら会）
日時＝６月８日a午前10時～正午（受付は午前９時30分から）
☆押し花展示＆教室（教室は土・日曜日のみ）
期間＝５月25日a～６月８日a（要材料費）
☆アメリカンフラワー展示＆教室（教室は土・日曜日のみ）
期間＝５月25日a～６月１日a（要材料費）
☆たまごで作るポプリ玉（５月２５日A）
時間＝午後１時～４時　料金＝100円
☆俳句でハイク　バラを愛でながら俳句作りに挑戦！
日時＝６月８日a午後１～３時（受付は午後０時30分から）
定員＝25人　料金＝材料費
☆森の音楽会 ５月２５日A午後１時３０分～３時
音の出るものを持ち寄ってみんなで楽しく歌いましょう！
☆フレッシュハーブティーコーナー
園内で穫れた無農薬ハーブをバラの香る庭で楽しみませんか？
日時＝６月８日a午後２時～４時　定員＝50人　料金＝200円

問い合わせ＝越後公園管理センター†４７・８００１

中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。 

体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
希
望
者

の
み
）
な
ど
　
定
員
＝
30
人

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
５
月
12
日
b
か
ら

文
章
を
書
く
コ
ツ
を
あ
な
た

も
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
３
日
〜
７
月
１
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

講
師
＝
敬
和
学
園
大
学
・
松
本

ま
す
み
さ
ん
　
定
員
＝
20
人

参
加
料
＝
無
料
（
要
教
材
費
）

申
し
込
み
＝
５
月
12
日
b
か
ら

期
日
＝
５
月
27
日
c
、
28
日
d

定
員
＝
15
人
　
集
合
＝
27
日
午

前
９
時
30
分
に
ハ
イ
ブ
長
岡
噴

水
前
広
場
（
小
雨
決
行
）

講
師
＝
監
持
栄
一
さ
ん
　
持
ち

物
＝
デ
ジ
カ
メ
、
昼
食
、
筆
記

用
具
等
　
対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
で

文
字
入
力
の
で
き
る
人
　
参
加

料
＝
３
、０
０
０
円
（
教
材
費
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
。
初
日
に
）

申
し
込
み
＝
５
月
16
日
f
必
着

で
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
デ
ジ
カ
メ
で
ア
ル
バ
ム
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
希
望
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
〒
９

４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町
２
の

１
長
岡
市
生
涯
学
習
相
談
室
へ

（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
。

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果

を
20
日
c
に
発
送
）

す
べ
て
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
23
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
内
容
＝
山
本
周
五
郎
著
「
さ

ぶ
」
　
参
加
料
＝
無
料
　
問
い

合
わ
せ
＝
互
尊
文
庫
1
35
・
７

９
８
１

日
時
と
内
容
＝
①
５
月
13
日
c

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
25
分
…

「
武
器
よ
さ
ら
ば
」
（
’33
年
ア

メ
リ
カ
）
②
５
月
18
日
a
午
後

２
時
〜
午
後
２
時
55

分
…
「
終
」（
’80
年
日

本
）
会
場
＝
講
堂

本
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
図
書
館
で
不
用
に
な
っ

た
本
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
24
日
g
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
　
会
場
＝
美

術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２

階
）

冊
数
＝
１
人
20
冊
ま
で

（
袋
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
）

お
願
い
＝
駐
車
場
が
大

変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
は
そ
の
つ
ど
追
加
し

ま
す
の
で
、
午
後
か
ら
の
ご
来

場
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
読
み
聞
か

せ
を
や
っ
て
み
た
い
人
、
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
５
日
〜
７
月
３
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
　
テ

ー
マ
＝
今
、
な
ぜ
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
絵
本
な
の
か
？
、
読
み
聞
か

せ
と
は
？
、
本
を
選
ぶ
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
る
ほ
か
　
対
象

＝
読
み
聞
か
せ
未
経
験
者
ま
た

は
初
心
者
　
定
員
＝
先
着
40
人

申
し
込
み
＝
５
月
25
日
a
ま
で

（
一
時
保
育
あ
り
ま
す
。
申
し

込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

※
講
座
修
了
生
に
は
、
図
書
館

で
実
施
す
る
出
張
読
み
聞
か
せ

等
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
機
会

が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
21
日
〜
７
月
23
日

の
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
10
回
）

会
場
＝
中
央
公

民
館
ほ
か
　
内
容
＝
ス
ト
レ
ス

を
た
め
な
い
で
育
児
を
す
る
に

は
、
対
人
関
係
で
変
わ
る
親
の

子
育
て
態
度
、
感
じ
る
心
や
思

い
や
る
心
が
育
つ
親
の
関
わ
り

方
と
は
、
ほ
か
　
対
象
＝
①
幼

児
期
の
子
ど
も
の
保
護
者
②
幼

児
期
の
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学

び
た
い
人
　
定
員
＝
50
人
（
②

は
若
干
名
）

参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し

込
み
＝
５
月
８
日
e
か
ら
（
幼

児
保
育
あ
り
。
対
象
は
お
お
む

ね
１
歳
以
上
で
、
定
員
は
30
人
。

お
や
つ
代
な
ど
５
０
０
円
が
必

要
。
要
予
約
）

日
常
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た

め
に
、
新
し
い
知
識
や
生
き
方

を
学
び
ま
し
ょ
う
（
計
８
回
）。

日
時
＝
①
５
月
27
日
〜
７
月
15

日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
②
６
月
３
日
〜
７
月

22
日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
　
テ
ー
マ
＝
心
の
健
康
、

マ
ナ
ー
（
葬
祭
編
）、
グ
リ
ー
ン

イ
ン
テ
リ
ア
、
フ
ィ
ッ
ト
ケ
ア
、

参
加
は
無
料
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
新
日
本
婦
人
の
会
・
田
口
さ

ん
1
34
・
７
６
３
５
へ
ど
う
ぞ
。

①
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う

日
時
＝
５
月
14
日
d
、
21
日
d
の
午

前
11
時
〜
正
午
　
会
場
＝
阪
之
上
公

民
館
　
対
象
＝
３
カ
月
〜
１
歳
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

②
親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び

日
時
＝
５
月
20
日
c
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
四
郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
１
〜
３
歳

の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

日
時
＝
５
月
15
日
e
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
内
容
＝
地
場

産
の
農
産
物
や
加
工
品
、
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
の
展
示
・
即
売

消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
1
32
・
０
０
２
２

長
岡
逸
品
ふ
ぁ
ん
倶
楽
部
の
ガ
イ

ド
で
「
一
店
逸
品
」
の
参
加
店
を
ま

わ
っ
て
、
ま
ち
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日
と
コ
ー
ス
＝
①
５
月
24
日
g

「
お
店
の
顔
・
あ
ね
さ
ま
コ
ー
ス

（
昼
食
付
）」（
お
店
で
頑
張
っ
て
い

る
女
性
た
ち
と
魅
力
あ
る
品
々
を
ご

紹
介
し
ま
す
）
②
５
月
27
日
c
「
春

の
ナ
イ
ト
コ
ー
ス
（
食
事
付
）」（
ア

フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
も
楽
し
め
る
お
店

を
ご
紹
介
し
ま
す
）

時
間
＝
①
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
②
午
後
６
時
30

文
書
資
料
室
へ
（
電
話
も
可
）

日
時
＝
５
月
５
日
-
、
６
月
15

日
a
、
７
月
12
日
g
、
９
月
13

日
g
、
10
月
４
日
g
、
11
月
３

日
-
の
午
前
11
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
（
季
節
に
よ
り
開
催

時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

会
場
＝
大
手
通
２

丁
目
　
内
容
＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
ス

ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

子
ど
も
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
ほ
か
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予

定
で
す
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡

市
商
店
街
連
合
会
事
務
局
1
32

・
７
０
０
２
ま
た
は
商
業
振
興

課
へ

◇
　
　
　
◇

〔
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

募
集
〕

「
自
由
広
場
な
が
お
か
・
ホ

コ
天
」
で
開
か
れ
る
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。

時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
大
手
通
１
丁
目
、
２
丁

目
（
ア
ー
ケ
ー
ド
下
）

出
店

料
＝
１
マ
ス
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）

５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
各
開

催
日
の
直
前
の
金
曜
日
午
後
３

時
ま
で
に
長
岡
市
商
店
街
連
合

会
事
務
局
1
32
・
７
０
０
２
へ

（
当
日
は
、
午
前
10
時
〜
11
時

ま
で
大
手
通
十
字
路
フ
ジ
ヤ
マ

果
実
店
前
本
部
席
で
受
付
。
先

着
１
０
０
マ
ス
で
締
め
切
り
）

日
時
＝
５
月
20
日
、
６
月
３
日
、

６
月
17
日
、
７
月
１
日
、
７
月

15
日
、
８
月
12
日
、
８
月
26
日
、

９
月
２
日
、
９
月
16
日
、
10
月

７
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
互
尊
文
庫
　
持

ち
物
＝
長
岡
市
史
双
書
№
35

『
長
岡
懐
旧
雑
誌
』

参
加
料

＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
５
月
13

日
c
ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―
０
０
６
５
坂
之
上

町
３
の
１
の
20
互
尊
文
庫
内
・

分
〜
８
時
30
分
　
定
員
＝
各
コ
ー
ス

８
人
　
参
加
料
＝
①
８
０
０
円
②
１
、

０
０
０
円
　

５
月
15
日
e
ま
で
に

長
岡
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
1

32
・
７
０
０
２
へ

子
育
て
し
て
い
て
、
日
ご
ろ
思
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
お
し
ゃ

べ
り
し
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ま
連
れ

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日
時
＝
５
月
26
日
b
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
会
場
＝
富
曽
亀
公
民
館

テ
ー
マ
＝
よ
そ
の
子
育
て
、
う
ち
の

子
育
て
　

三
尺
玉
ネ
ッ
ト
・
高
橋

さ
ん
1
39
・
３
２
２
０

日
時
＝
６
月
１
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
広
場
　
参
加
料
＝
一
般
２
、

０
０
０
円
、
女
性
・
少
年
少
女
１
、

０
０
０
円
　

５
月
25
日
a
ま
で
に

日
本
棋
院
長
岡
支
部
・
小
方
隆
さ
ん

1
35
・
４
３
０
５
へ

長
岡
囲
碁

連
盟
・
星
勲
さ
ん
1
35
・
４
５
２
２

地
域
の
魅
力
と
は
何
か
、
を
考
え

ま
す
。

日
時
＝
６
月
７
日
g
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
２
階
会
議
室
　
テ
ー
マ
と
講
師
＝

「
写
真
で
み
る
大
手
通
り
の
今
昔
」

…
古
志
の
会
広
報
部
長
・
永
井
勲
さ

ん
、「
横
浜
野
毛
地
区
の
再
活
性
化
報

告
」
…
野
毛
地
区
街
づ
く
り
会
理
事

・
松
本
純
さ
ん
　

「
古
志
の
会
」

代
表
・
亀
川
純
一
さ
ん
1
32
・
１
０

４
９

雪
国
植
物
園
へ
ど
う
ぞ

中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

（
幼
児
期
コ
ー
ス
）

４●
う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」

５

●
「
魅
力
あ
る
文
章
の
書
き
方
」

講
座

６
生
涯
学
習
課
†
32
・
5
1
1
0

●
ま
ち
の
先
生
公
開
講
座

デ
ジ
カ
メ
で
ア
ル
バ
ム
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
エ
コ
・
ブ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア

３

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
nscs-net.ne.jp

●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

１●
映
画
会
（
無
料
）

２

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
（
無
料
）

４

文
書
資
料
室
†
36
・
7
8
3
2

商
業
振
興
課
†
39
・
2
2
2
8

●
長
岡
市
史
双
書
を
読
む
会

●
自
由
広
場
な
が
お
か
・

ホ
コ
天
へ
ど
う
ぞ

開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）
入 園 料＝大人300円、子ども200円

①全散策路ハイキングと豚汁の会
日時＝５月10日g午前９時集合
②春の探鳥会
日時＝５月11日a午前５時集合、８時解散
③ホタルの夕べ
期間＝６月７日g～29日a
時間＝午後６時50分開門、７時10分説明開始

問い合わせ＝雪国植物園1・FAX46・0030

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
親
子
サ
ー
ク
ル
体
験
会

■
中
心
商
店
街

ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り

■
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
三
尺
玉
ネ
ッ

ト
「
し
ゃ
べ
り
場
」（
無
料
）

■
長
岡
市
民
囲
碁
大
会

■
都
市
計
画
史
講
演
会
「
長
岡
駅
周

辺
の
商
業
発
達
史
と
ミ
ナ
ト
ヨ
コ

ハ
マ
再
活
性
実
例
報
告
」（
無
料
）

ながおかのまち再発見ツアーへ
参加しませんか（無料）

ながおかのまち再発見ツアーは、「長岡を知ろうキャンペー
ン」の一つで、地域の歴史や文化を探訪するツアーです。

【企画募集ツアー】
団体・グループのみなさんが巡りたいコースを企画してく

ださい。そのコースにマイクロバスとガイドを用意します
（悠久山や中心市街地などを巡るバスを使わない企画もＯＫ）。
期間＝６月～８月（平日、休日問わず。休日の場合、市施設

が見学できない場合あり）
回数＝５回（25人乗りマイクロバスを使用。市政だより７月

号で９月～11月の５回を募集します）
対象＝市内に居住または勤務、通学する15～25人の団体・グ

ループ
申し込み＝５月23日fまでに市役所１階市民情報ラウンジ、

４階秘書広報課広報係、ながおか市民センターまちの情
報コーナー、科学博物館、郷土史料館、各図書館、各地
区公民館に設置の応募要項（長岡市ホームページにも掲
載）に必要事項を記入し、〒940－8501長岡市役所秘書広
報課広報係へ郵送または持参（申し込み多数の場合抽選
し、5月27日cまでに連絡します。ツアーの前に団体・グ
ループの代表者と事前の打ち合わせを行います）

【モデルコースツアー 虎三郎と北越戊辰戦争史跡巡りコース】
個人を対象としたツアーです。米百俵の故事にかかわる史

跡を巡るとともに、それが生まれる背景となった北越戊辰戦
争の史跡を訪れます。
日時＝５月29日e・６月５日e午前10時～午後４時30分（受

付は午前９時30分から）
コース＝阪之上小学校伝統館→興

国寺→米百俵の群像→千秋が
原ふるさとの森（昼食）→榎
峠古戦場跡→浦柄神社→慈眼
寺→司馬遼太郎「峠」の碑

集合・解散＝市役所東口　
定員＝各回25人　
持ち物＝筆記用具、昼食、飲み物、敷物　
申し込み＝5月16日f必着で、往復はがきの往信の裏に「モデ

ルコースツアー」、希望期日、住所、氏名、年齢、電話番
号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入し、〒
940－8501長岡市役所秘書広報課広報係へ（はがき1枚に
つき１人。申し込み多数の場合は抽選。結果は20日cに
発送）

● 天候によりルートなどが一部変更になる場合があります。

■
消
費
者
協
会
消
費
者
月
間
行
事

¬
く
ら
し
を
見
直
そ
う
」
〜
地
場

の
産
物
を
大
切
に
〜

▲昨年のツアーで

▲昨年のホコ天で

問い合わせ　秘書広報課広報係1３９・２２０２、FAX３９・２２７２、
Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.niigata.jp

5月、6月のイベント
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一
般
　
参
加
料
＝
１
０
０
円

持
ち
物
＝
採
集
・
観
察
用
具
、

筆
記
用
具
、
昼
食
、
水
筒
、
雨

具
　
申
し
込
み
＝
５
月
８
日
e

ま
で

日
時
＝
５
月
17
日
g
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
左
岸
（
長
生
橋
〜

長
岡
大
橋
）

集
合
＝
信
濃
川

河
川
公
園
入
口
（
長
生
橋
西
詰

下
流
側
）

対
象
＝
小
学
生
〜

一
般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち

物
＝
観
察
用
具
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
＝
５
月
15
日
e
ま
で

〔
野
鳥
集
会
〕

日
時
＝
５
月
17
日
g
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
栃
尾
市
道
院

・
ロ
ッ
ジ
道
院
（
自
己
負
担
で

宿
泊
で
き
ま
す
）

内
容
＝
野

鳥
の
会
会
員
に
よ
る
野
鳥
の
話

や
ス
ラ
イ
ド
上
映

〔
探
鳥
会
〕

守
門
岳
山
ろ
く
の
栃
尾
市
道

院
周
辺
で
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
18
日
a
午
前
５
時

〜
８
時
　
参
加
料
＝
50
円

持

ち
物
＝
観
察
用
具
、
筆
記
用
具

◇
　
　
◇
　

申
し
込
み
＝
５
月
15
日
e
ま
で

縄
文
時
代
と
同
じ
方
法
で
土

器
を
つ
く
り
、
焼
い
て
み
ま
す
。

〔
土
器
づ
く
り
〕

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
４
時（
雨
天
決
行
）
会

場
＝
深
才
連
絡
所
（
上
富
岡
２
）

新
緑
に
包
ま
れ
た
山
を
め
ぐ

っ
て
、
植
物
、
野
鳥
、
昆
虫
、

地
層
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
11
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）
観

察
地
＝
竹
之
高
地
町
周
辺
　
集

合
＝
太
田
小
学
校
竹
之
高
地
冬

季
分
校
前
　
対
象
＝
小
学
生
〜

日
時
＝
６
月
１
日
a
午
前
６
時
集
合

会
場
＝
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
市
民
釣

場
　
対
象
魚
＝
へ
ら
鮒
（
小
・
中
学

生
は
自
由
）

参
加
料
＝
大
人
１
、５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
７
０
０
円

５
月
18
日
a
ま
で
に
市
内
の
釣
具

店
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
各

釣
具
店
へ

長
岡
市
釣
魚
連
盟
事

務
局
・
三
浦
さ
ん
1
33
・
２
８
８
１

モ
ス
ク
ワ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
等
で

優
勝
し
て
い
る
コ
モ
サ
モ
リ
ス
ク
第

４
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ロ
シ
ア

と
日
本
の
唄
を
歌
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
c
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
２
、０
０
０
円

国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
岡
―
み
づ
ほ
・
近

藤
さ
ん
1
46
・
４
６
７
３

日
時
＝
６
月
８
日
〜
29
日
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
と
７
月
12
日
g
の
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
、
７
月
13
日
a

の
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
（
計
６
回
）

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
　
講
師
＝

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
井

上
摩
耶
子
さ
ん
ほ
か
　
内
容
＝
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
暴
力
（
セ
ク

ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
）、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
代

弁
・
擁
護
）
ほ
か
　
対
象
と
定
員
＝

女
性
30
人

受
講
料
＝
８
、０
０
０
円

５
月
30
日
f
ま
で
に
、
女
の
ス
ペ

下
流
側
）

対
象
＝
小
学
生
〜

一
般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼

鏡
な
ど
　
申
し
込
み
＝
５
月
22

日
e
ま
で

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
活
動
の
中
で
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
、
学
習
の
進
め
方
、

調
査
方
法
、
ま
と
め
方
な
ど
に

つ
い
て
学
芸
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
だ
け
で

な
く
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

先
生
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

日
時
＝
６
月
１
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
工
作
室
　
分
野
＝
地
質
、

植
物
、
昆
虫
、
動
物
、
考
古
、

歴
史
、
民
俗

タ
ン
ポ
ポ
や
ク
ロ
ー
バ
ー
な

ど
道
ば
た
の
草
を
使
っ
て
自
分

だ
け
の
植
物
図
鑑
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）
会

場
＝
藤
橋
歴
史
の
広
場
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝

50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具
　
申
し
込
み
＝
６
月
５
日

e
ま
で

浦
瀬
町
で
１
０
０
〜
２
０
０

万
年
前
の
地
層
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
集

合
場
所
＝
浦
瀬
バ
ス
停
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

参
加
料
＝
50

円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
雨

具
、
長
靴
　
申
し
込
み
＝
５
月

22
日
e
ま
で

◎
科
学
博
物
館
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

５
月
18
日
a
は
害
虫
駆
除
の
た

め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

期
日
と
種
目
＝
６
月
22
日
a
…

男
子
Ｂ
・
Ｃ
、
６
月
29
日
a
…

男
子
Ａ
、
35
歳
以
上
、
45
歳
以

上
、
55
歳
以
上
、
女
子
Ａ
・
Ｂ

・
Ｃ
、
40
歳
以
上
、
50
歳
以
上
、

小
学
生
男
子
・
女
子
、
中
学
生

男
子
・
女
子

参
加
料
＝
３
、０

０
０
円（
協
会
員
は
１
、５
０
０
円
）

高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

会

場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
申

し
込
み
＝
６
月
１
日
a
ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
で
希
望
が
丘

テ
ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん
1
・
FAX

29
・
１
４
８
９
へ

〔
土
器
焼
き
〕

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は

６
月
14
日
g
）

会
場
＝
藤
橋

歴
史
の
広
場
駐
車
場
脇

◇
　
　
　
　
◇

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学

４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝
７
０

０
円
　
持
ち
物
＝
昼
食
、
水
筒
、

使
い
古
し
た
タ
オ
ル
か
ぞ
う
き

ん
、
軍
手
、
粘
土
べ
ら
　
申
し

込
み
＝
５
月
22
日
e
ま
で

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
　
集
合
＝
信
濃
川

河
川
公
園
入
口
（
長
生
橋
西
詰

ー
ス
・
な
が
お
か
1
・
FAX
38
・
０
４

５
６
（
昼
）
ま
た
は
荻
野
さ
ん
1
・

FAX
32
・
４
３
７
４
（
夜
）
へ

日
時
＝
６
月
21
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
中
央
図
書
館
　
参
加
料
＝
無

料
　
審
査
＝
日
本
語
ま
た
は
英
語
の

論
文
と
英
語
ス
ピ
ー
チ
　
応
募
方
法

＝
「
私
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
考
え
る
〜
個
人
と
〜
社
会
と
〜

世
界
と
」
を
論
文
（
日
本
語
１
、２
０

０
字
以
内
ま
た
は
英
語
８
０
０
ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
ｓ
以
内
）
に
し
て
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
学
校

名
を
明
記
し
、
６
月
７
日
g
ま
で
に

〒
９
４
０
―
０
０
９
４
中
島
４
の
８

の
12
星
野
啓
子
さ
ん
へ
郵
送
で

星
野
啓
子
さ
ん
1
32
・
２
７
６
９

リ
ト
ミ
ッ
ク
に
興
味
の
あ
る
人
で

あ
れ
ば
、
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。
研

修
会
の
日
時
や
会
費
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
５
月
25
日
a
〜
来
年
３
月
末

ま
で
の
計
７
回
（
第
１
回
目
は
、
５

月
25
日
a
午
前
10
時
か
ら
）

会
場

＝
川
崎
小
学
校
ほ
か

・

５
月

17
日
g
ま
で
に
長
尾
さ
ん
1
・
FAX
39

・
０
４
５
７

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ェ
ス
タ
ン
の
軽
快

な
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
く
ア
メ
リ
カ

ン
ダ
ン
ス
で
す
。

日
時
＝
５
月
24
日
〜
９
月
27
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場

＝
中
央
公
民
館
（
予
定
）
参
加
費
＝

３
、０
０
０
円

山
h
さ
ん
1
72
・

２
９
１
９

●マリンバコンサート　リリック楽器シ
リーズ　市民企画公募型事業
日時＝６月３日c午後７時から
会場＝リリックホール・コンサートホール
料金＝全席自由一般2,500円、学生1,500円
●仲道郁代ピアノリサイタル
～ユニオンツールクラシックプログラム～
日時＝６月20日f午後７時から　会場＝リリックホール・コンサート
ホール　料金＝全席自由一般3,000円、学生1,500円
●リリック能楽鑑賞会
日時＝７月５日g午後２時30分から 会場＝リリックホール・シアター
料金＝全席指定一般席5,000円、学生席3,000円
※学生席の販売は、リリックホールのみとなります。
●ＮＨＫ交響楽団演奏会長岡公演
日時＝７月16日d午後７時から　会場＝市立劇場　料金＝全席指定Ｓ
席6,500円、Ａ席5,000円、Ｂ席3,500円、学生席2,000円
●三善晃プロデュース
第６回響き合うピアノリリック“響き”シリーズ
オーディション＝７月13日a レッスン＝９月14日a 公演＝10月12
日a 会場＝リリックホール　応募資格＝15歳～35歳（申込締切日現
在） 参加料＝5,000円　申し込み＝６月10日cまでに所定の申込書で
●中澤桂プロデュース第３回 響き合う歌声 リリック“響き”シリーズ
オーディション＝10月４日g レッスン＝10月５日a 公演＝10月11
日g 会場＝リリックホール・コンサートホール　応募資格＝おおむ
ね18歳～35歳　参加料＝5,000円　申し込み＝８月20日dまでに所定の
申込書で
●「近藤信子のわらべうたであそばんか～」受講生募集
市民企画公募型事業
日時＝５月18日a、７月12日gの午後２時～４時　対象＝高校生以上
定員＝100人（先着順） 受講料＝2,000円（全２回分） 会場＝リリ
ックホール・第１スタジオ
●「リリック俳優体験ワークショップ」受講生募集
講師＝文学座所属俳優・佐藤淳さん　日時＝６月７日g～29日aの間
の計８回（土曜日は午後６時30分～９時30分、日曜日は午後１時～４
時） 対象＝高校生以上　定員＝20人（応募者多数の場合は抽選）
受講料＝一般4,500円、高校生2,500円　会場＝リリックホール　応募
締切＝５月23日fまで

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

●
春
の
自
然
を
楽
し
む
会

１

●
野
鳥
集
会
と
探
鳥
会

３

●
縄
文
土
器
を
つ
く
る
会

４

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

５

●
「
総
合
学
習
」
相
談
会

６

●
野
外
博
物
館
地
質
コ
ー
ス

８

●
信
濃
川
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

２

●
道
草
か
ん
さ
つ
会

「
葉
の
ほ
ん
も
の
図
鑑
」

７

●
長
岡
市
シ
ン
グ
ル
テ
ニ
ス

大
会

１

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
市
民
釣
大
会

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
修
会

■
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
講
習
会

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
シ
ア
少
年
少
女
合
唱
団

「
ア
ム
ー
ル
の
虹
」

■
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

集
中
実
践
講
座
「『
わ
た
し
』
を

大
切
に
生
き
る
た
め
に
パ
ー
ト
４
」

■
高
校
生

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

藤橋歴史の広場臨時開館のお知らせ
藤橋歴史の広場（ふじはし歴史館、遺構展示館、縄文
の家など）は、ゴールデンウィーク期間中（４月26日～
５月５日）休まず開館します。入場無料ですので、どう
ぞご来場ください。
開館時間＝午前９時～午後５時　
バス案内＝ＪＲ長岡駅大手口発「技大前」行き（終点下車）

または「長岡―塚山―小国線」（富岡下車）
問い合わせ＝科学博物館132・０５４６

市町村合併構成市町村を巡るお国自慢バスツアーに参
加しませんか。合併に関係する７市町村のことをもっと
知っていただくために、各市町村自慢のコースを設定し
ました。みなさんのお越しをお待ちしております。
日時＝５月25日a午前９時～午後５時
集合・解散＝長岡市役所　定員＝各43名
参加料金＝1,500円（大人、小人同一・昼食代含む）
①＜自慢コースその１＞
大竹邸記念館（中之島町）→
大平森林公園（見附市）→道
の駅Ｒ290とちお・おりなす
（昼食／竹細工体験・栃尾市）
→山古志闘牛大会（山古志村）
②＜自慢コースその２＞
郷土資料館（三島町）→（昼食・越路町）→三波春夫顕
彰碑／長谷川邸（越路町）→紙の美術博物館（小国町）
→山古志闘牛大会（山古志村）
申し込み＝５月15日e必着で、往復はがきの往信の裏に
希望コース、住所、氏名、年齢、電話番号を、返信の表
に郵便番号、住所、氏名を記入し、〒940－8501長岡市
役所市町村合併推進室へ（はがき１枚につき１人。多数
の場合は抽選し、結果は16日fに発送）
● 各コースの内容は天候等で変更となる場合があります。
● 参加者には、40分程度、市町村合併の動きについて説
明を聞いていただきます。

● 参加者には、終了後、簡単なアンケートをお願いします。

問い合わせ＝市町村合併推進室139・2260  FAX39・2254
Eメールgnagaoka＠city.nagaoka.niigata.jp

長岡アーチェリー協会
初心者アーチェリー教室

日時＝６月３日～24日の毎週火曜日　
午後７時30分～９時30分

会場＝南部体育館グリーンフロア
参加料＝2,500円（初回に）
申し込み＝南部体育館139・３６００

日時＝６月14日g午後６時30分から　会場＝リ
リックホール・シアター　テーマ＝「歌うこと、
演じること、そして生きること」 申し込み＝
５月29日e必着で、往復はがきに住所・氏名・
電話番号・文化講演会希望と記入し〒940－
8501幸町２の１の１市役所国際文化課へ（申し
込みは、１人につき１枚で、多数の場合は抽選）。
問い合わせ＝国際文化課139・２２５１

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

お国自慢バスツアーに参加しませんか

▲山古志闘牛大会で

宝くじ文化公演 倍賞千恵子文化講演会（無料）

▲倍賞千恵子さん

▲種谷睦子さん
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。 

ク
ラ
ス
＝
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
（
各
男
女
）、一
般
…
男

子
・
女
子
Ａ
・
女
子
Ｂ
（
初
心

者
）、
シ
ニ
ア
男
子
（
55
歳
以
上
）

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
前
９
時

か
ら
（
雨
天
の
場
合
中
止
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

参
加
料
＝
一
般
・
シ
ニ
ア
男
子

１
組
２
、０
０
０
円
、
中
・
高
校

生
一
組
１
、０
０
０
円
（
当
日
に
。

小
学
生
は
無
料
）

申
し
込
み

＝
必
ず
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

５
月
15
日
e
ま
で
に
長
岡
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
丸
山
進
さ

ん
〒
９
４
０
―
２
０
４
６
雲
出

町
１
３
４
７
1
・
FAX
46
・
５
９

３
５
ま
た
は
市
民
体
育
館
へ

日
時
＝
５
月
２
日
か
ら
の
毎
週

金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
大

会
等
で
休
み
の
場
合
も
あ
り
ま

す
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ

ス
場
　
参
加
料
＝
１
回
１
、０
０

０
円
　
定
員
＝
10
人
　
申
し
込

み
＝
当
日
会
場
で
　
問
い
合
わ

せ
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
・
石

原
さ
ん
1
29
・
１
４
８
９

定
員
は
、
各
コ
ー
ス
と
も
10

人
。
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
対
象

者
は
小
学
生
〜
高
校
生
で
す
。

【
日
曜
教
室
】

期
日
＝
６
月
１
日
〜
22
日
の
毎

週
日
曜
日
　
コ
ー
ス
と
時
間
＝

①
ジ
ュ
ニ
ア
初
心
者
…
午
前
９

時
〜
10
時
②
ジ
ュ
ニ
ア
経
験
者

…
午
前
11
時
〜
正
午
③
レ
デ
ィ

ス
…
午
後
２
時
〜
３
時
10
分
④

一
般
Ａ
…
午
後
６
時
30
分
〜
７

時
40
分
⑤
一
般
Ｂ
…
午
後
８
時

〜
９
時
10
分
　
参
加
料
＝
①
、

日
時
＝
６
月
３
日
〜
20
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス

場
　
定
員
＝
45
人
　
参
加
料
＝

４
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
経
験
年
数
を
記
入
し
、

５
月
20
日
c
ま
で
に
〒
９
４
０

―
０
０
９
７
山
田
１
の
４
の
１

４
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

日
時
＝
６
月
１
日
a
午
前
８
時
〜
午

後
４
時
　
集
合
＝
栖
吉
登
山
口
　
持

ち
物
＝
ビ
ニ
ー
ル
袋
　

５
月
30
日

f
ま
で
に
長
岡
勤
労
者
山
岳
会
・
大

室
さ
ん
1
34
・
５
８
０
１
へ

日
時
＝
６
月
１
日
a
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
小
雨
決
行
）

行
き
先
＝

小
千
谷
市
白
山
運
動
公
園
　
集
合
＝

午
前
９
時
に
中
央
公
民
館
前
（
柳
原

町
）

コ
ー
ス
＝
中
央
公
民
館
〜
小

千
谷
市
白
山
運
動
公
園
の
往
復
（
45

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

対
象
＝
小
学
３

年
生
以
上
（
一
般
向
き
普
通
車
・
ミ

ニ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
で
の
参
加
も
可
）

定
員
＝
先
着
50
人
　
参
加
料
＝
１
人

５
０
０
円
（
保
険
料
等
。
当
日
に
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1
32
・
６
１
１

７
ま
た
は
長
岡
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協

会
1
92
・
６
１
８
４
へ
（
開
催
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
午
前
６
時

30
分
以
降
に
、
長
岡
市
サ
イ
ク
リ
ン

グ
協
会
へ
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
）

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
⑥
そ
の

他【ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

◇
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
・
キ
ッ
ズ

①
毎
週
水
・
土
曜
日
夕
方
②
旭
岡
中

d
・
豊
田
小
g
③
小
学
２
〜
５
年
生

男
女
④
年
６
、０
０
０
円
⑤
風
間
さ
ん

1
37
・
０
１
７
９

◇
大
島
ジ
ュ
ニ
ア

②
…
１
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
・

入
場
料
込
）
③
〜
⑤
…
５
、０
０

０
円
（
ボ
ー
ル
代
別
）
会
場
・

申
し
込
み
＝
オ
ー
エ
ム
ゴ
ル
フ

セ
ン
タ
ー
1
24
・
２
１
３
１

【
水
曜
教
室
】

期
日
＝
６
月
４
日
〜
25
日
の
毎

週
水
曜
日
　
コ
ー
ス
と
時
間
＝

①
Ａ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
…
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
40
分
②
Ｐ
Ｍ
レ

デ
ィ
ー
ス
…
午
後
２
時
〜
３
時

10
分
③
一
般
Ａ
…
午
後
６
時
30

分
〜
７
時
40
分
④
一
般
Ｂ
…
午

後
８
時
〜
９
時
10
分
　
参
加
料

＝
５
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
代
別
）

会
場
・
申
し
込
み
＝
長
岡
南
ゴ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン
1
32
・
６
５
１

１【金
曜
教
室
】

コ
ー
ス
、
時
間
お
よ
び
参
加

料
は
、
水
曜
教
室
と
同
じ
で
す
。

期
日
＝
６
月
６
日
〜
27
日
の
毎

週
金
曜
日
　
会
場
・
申
し
込
み

＝
長
岡
西
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
1

47
・
６
５
１
１

日
時
＝
６
月
７
日
g
午
後
３
時

ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

集

合
＝
陸
上
競
技
場
２
階
建
て
プ

レ
ハ
ブ
旧
管
理
棟
　
コ
ー
ス
＝

信
濃
川
堤
防
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

種
目
＝
高
校
男
子
・
一
般
男
子

Ａ
…
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
般

男
子
Ｂ
・
一
般
女
子
…
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
　
参
加
料
＝
５
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
５
月
30
日
f

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ

日
時
＝
５
月
22
日
〜
７
月
24
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
（
計
10
回
）

会
場
＝
市
民

体
育
館
　
対
象
＝
高
校
生
以
上

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
初
回

に
）

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き

る
服
装
（
柔
道
着
・
空
手
着
可
）

定
員
＝
30
人
　
申
し
込
み
＝
市

民
体
育
館
へ

日
時
＝
６
月
３
日
〜
24
日
の
毎

週
火
曜
午
後
７
時
〜
９
時

会

場
＝
市
民
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

対
象
と
定
員
＝
お
お
む
ね
40
歳

以
上
の
男
女
30
人
　
参
加
料
＝

１
、０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装

（
柔
道
着
・
空
手
着
可
）

申

し
込
み
＝
５
月
31
日
g
ま
で
に

市
民
体
育
館
へ

②
、
③
の
日
時
、
会
場
な
ど

詳
し
く
は
、
遠
藤
さ
ん
1
35
・

４
６
５
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

①
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時

〜
正
午
　
会
場
＝
四
郎
丸
小
、

千
手
小
、
南
中
　
対
象
＝
小
学

３
年
以
上
男
女
　
参
加
料
＝
月

５
０
０
円
（
他
に
要
保
険
料
）

申
し
込
み
＝
荒
木
さ
ん
1
33
・

１
７
０
５

②
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

活
動
＝
週
１
回
　
会
場
＝
信
濃

川
右
岸
運
動
公
園
　
対
象
＝
一

般
　
参
加
料
＝
年
会
費
５
、
０

０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

③
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
強
化
選

手対
象
＝
経
験
者
で
県
内
外
の
大

会
に
出
場
を
希
望
す
る
人
　
参

加
料
＝
年
会
費
１
５
、０
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）

日
時
＝
５
月
22
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

合
は
26
日
b
）

会
場
＝
信
濃

川
河
川
公
園
自
由
広
場
　
対
象

＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
人
（
な

る
べ
く
３
人
１
組
で
）

参
加

料
＝
１
人
２
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
５
月
９
日
f
ま
で

に
長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
1
37
・
０
３
０
０
へ

日
時
＝
６
月
26
日
e
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
市
民
体

育
館
　
対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳

以
上
の
人
（
老
人
ク
ラ
ブ
や
仲

間
同
士
で
）

参
加
料
＝
無
料

持
ち
物
＝
昼
食
、
室
内
用
運
動

靴
　
申
し
込
み
＝
５
月
21
日
d

ま
で
に
長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局
1
37
・
０
３
０
０
へ

①
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
夕
方
②
大

島
小
学
校
③
小
学
１
〜
６
年
生
男
女

④
年
６
、０
０
０
円
⑤
岡
田
さ
ん
1
27

・
１
６
０
６

◇
中
島
ジ
ュ
ニ
ア

①
毎
週
火
・
土
曜
日
夕
方
ほ
か
②
中

島
小
学
校
③
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

女
子
④
年
６
、０
０
０
円
⑤
小
川
さ
ん

1
33
・
４
０
８
９

【
中
学
生
ク
ラ
ブ
（
男
子
）】

今
年
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
新
し

い
ク
ラ
ブ
で
す
。
長
岡
市
選
抜
チ
ー

ム
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

◇
北
ク
ラ
ブ
（
中
越
高
校
会
場
）

①
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
と
週
末
②
中
越
高
校
③
中
学
１
〜

３
年
生
男
子
④
年
２
、０
０
０
円
⑤
中

越
高
校
・
野
沢
さ
ん
1
24
・
０
２
０

３
⑥
初
回
練
習
日
は
、
５
月
21
日
d

◇
南
ク
ラ
ブ
（
農
業
高
校
会
場
）

①
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
②

長
岡
農
業
高
校
③
中
学
１
〜
３
年
生

男
子
④
年
２
、０
０
０
円
⑤
農
業
高
校

・
高
加
茂
さ
ん
・
1
37
・
２
２
６
６

⑥
初
回
練
習
日
は
、
５
月
19
日
b

◇
西
ク
ラ
ブ
（
向
陵
高
校
会
場
）

①
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
②
長
岡
向
陵
高
校
③
中
学
１
〜
３

年
生
男
子
④
年
２
、０
０
０
円
⑤
向
陵

高
校
・
石
川
賢
さ
ん
1
29
・
１
３
０

０
⑥
初
回
練
習
日
は
、
５
月
20
日
c

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

◇
長
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

①
毎
週
月
・
木
曜
午
後
７
時
〜
９
時

②
市
民
体
育
館
・
希
望
が
丘
テ
ニ
ス

場
③
小
学
１
〜
５
年
生
の
男
女
④
２

４
、０
０
０
（
年
額
）
⑤
堀
清
一
郎
さ

ん
1
０
９
０
・
２
３
３
７
・
５
７
１

６

第36回長岡市招待親善高校野球大会

試合日程や対戦組み合わせについては、市民体育館
134・2700までお問い合わせください。
期日＝６月７日g、８日a 招待校＝習志野高等学校、
日本大学第三高等学校　会場＝悠久山野球場　入場券
＝大人500円、高校生100円、中学生以下無料

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

学校開放案内
～学校の施設を利用して気軽にスポーツを楽しみませんか～

■屋内体育館開放

期　間＝平成16年３月末まで
（バレーボールは12月８日まで）

申し込み＝各開放校の管理指導員へ（当日、体育館にいます）
その他＝①ボール等の用具は各自で用意してください

②大会等により利用できないことがあります
③長岡高校大体育館は７月中旬から改修工事のため利用
できなくなります。

■テニスコート開放（コート４面）

期　間＝10月末まで（テニスは５月１日～10月16日まで）
申し込み＝直接テニスコートで（初心者への指導あり）

■夜間照明付グラウンド開放
期　間＝10月31日まで
開放校＝北中、宮内中、大島中、関原中
種　目＝軟式野球、ソフトボール、サッカーなど
時　間＝午後７時～９時
利用料＝１回２時間6,000円（申し込みの際にお支払いください。）
申し込み＝利用日の前月20日の午前10時に市民体育館で抽選会を

行います（20日が土・日・祝日の場合は、次の平日）。
抽選会後の申し込みの受付は先着順となります（申込先
＝市民体育館）。

問い合わせ＝スポーツ振興課†３２・６１１７

●
金
曜
日
テ
ニ
ス
レ
ッ
ス
ン

４

●
市
民
テ
ニ
ス
教
室

２

●
少
林
寺
拳
法

護
身
術
初
心
者
教
室

８

●
高
齢
者
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会

１ ●
長
岡
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

ゴ
ル
フ
教
室

５

■
鋸
山
清
掃
登
山
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
春
の
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

会　場＝悠久山屋内温水プール　持ち物＝水着、水泳用ゴーグル（アクアビクス参加者には水泳帽を用意します）
申し込み＝５月19日bまでに悠久山プール135・6368へ参加料を添えて

勤務場所＝①悠久山プール②希望が丘プール　業務内容＝プー
ル救命、監視、プール管理業務　募集人数＝各30人　雇用期間
＝①７月１日c～９月15日- ②７月１日c～９月７日a 賃
金＝日額5,540円　対象＝高校生以上で200ｍ以上泳げる人　申
し込み＝５月20日cから市民体育館と悠久山プールで配布する
所定の用紙に必要事項を記入のうえ市民体育館134・2700へ

悠久山
水泳教室
追加募集

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
員
募
集

■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

●
第
50
回
記
念
市
民
体
育
祭

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

３

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
参
加
者

募
集

９

●
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

２

●
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

６

●
初
心
者
合
気
道
教
室

７

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

†
32
・
6
1
1
7

プール監視員募集



月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。 

多
く
の
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒

中
、
歯
周
病
な
ど
の
発
症
の
ほ

か
妊
娠
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
た
ば
こ
の
煙
は
本
人
が

吸
う
も
の
よ
り
、
他
人
が
吸
う

煙
の
方
が
有
害
物
質
を
多
く
含

ん
で
い
ま
す
。

５
月
１
日
に
は
、
施
設
管
理

者
に
対
し
て
受
動
喫
煙
を
防
ぐ

こ
と
を
努
力
義
務
と
し
て
定
め

た
「
健
康
増
進
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
す
。

多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設

は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
で
も
分
煙

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

人
は
こ
れ
か
ら
も
吸
わ
な
い
、

吸
っ
て
い
る
人
は
他
人
へ
の
害

も
十
分
理
解
し
、
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

肝
臓
病
、
高
脂
血
症
、
貧
血
、

動
脈
硬
化
症
の
検
査
を
行
い
ま

す
。

【
集
団
健
診
】

市
内
の
小
学
校
、
公
民
館
等

で
行
い
ま
す
。
日
時
と
会
場
は

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
14
年
４
月
２
日
〜

60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、

職
場
等
で
健
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
人
　
負
担
金
＝
19
歳
〜

39
歳
…
３
、３
０
０
円
、
40
歳
〜

64
歳
…
１
、３
０
０
円

持
ち
物

＝
基
本
健
康
診
査
個
人
記
録
票
、

健
康
手
帳
　
申
し
込
み
＝
当
日

会
場
で

【
個
別
健
診
】

市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
内

科
等
）
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
14
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
　
期
間
＝
５

月
20
日
c
〜
来
年
２
月
28
日
g

負
担
金
＝
無
料
　
持
ち
物
＝
基

本
健
康
診
査
個
人
記
録
票
、
保

険
証
　
申
し
込
み
＝
各
医
療
機

関
へ

【
訪
問
健
診
】

市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
内

科
等
）
が
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。

対
象
＝
昭
和
39
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
車
い
す

利
用
や
寝
た
き
り
等
の
た
め
に

集
団
健
診
等
が
受
け
ら
れ
な
い

人
　
期
間
＝
５
月
20
日
c
〜
来

年
２
月
28
日
g

負
担
金
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
健
康
課
へ

基
本
健
康
診
査
（
訪
問
健
診

を
除
く
）
と
同
時
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
）
検

査
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
基
本
健
康
診
査
対
象
者

で
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
の
人
、
ま

た
は
40
歳
以
上
で
過
去
に
肝
機

能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
等
（
す
で
に
肝
炎
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
・
治

療
中
の
人
は
除
く
）
で
検
査
を

希
望
す
る
人
　
負
担
金
＝
７
０

０
円
（
65
歳
以
上
無
料
）

申

し
込
み
＝
当
日
基
本
健
康
診
査

の
会
場
で

【
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
】

市
内
の
小
学
校
、
公
民
館
等

で
行
い
ま
す
。
日
時
と
会
場
は

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
60
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
　
負
担
金
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
当
日
会
場

で【
肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
検
査
）】

対
象
＝
①
50
歳
以
上
で
た
ば
こ

の
喫
煙
量
が
「
１
日
の
喫
煙
本

数
×
喫
煙
年
数
＝
６
０
０
以
上
」

の
人
②
40
歳
以
上
で
６
カ
月
以

内
に
血
痰
の
あ
っ
た
人
③
40
歳

以
上
で
石
綿
・
重
ク
ロ
ム
酸
等

を
取
り
扱
う
業
務
に
従
事
し
た

こ
と
が
あ
る
人
　
負
担
金
＝
７

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

６
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
15
年
２
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
８
月
生
ま
れ

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）た

ば
こ
は
肺
が
ん
を
は
じ
め

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
信
濃
川

河
川
公
園
自
由
広
場
　
対
象
＝
小
・

中
学
生
、
教
論
、
保
護
者
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
　
参
加
料
＝
小
・
中

学
生
…
無
料
、
成
人
…
５
０
０
円
（
当

日
に
）

５
月
30
日
f
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
1
32
・
６
１
１
７
、

FAX
39
・
２
２
５
７
へ

日
本
ペ
タ

ン
ク
協
会
1
０
３
・
５
８
０
０
・
１

７
０
０

日
時
＝
５
月
19
日
b
午
後
２
時
〜
３

診
）
…
４
０
０
円
（
70
歳
以
上

無
料
）

申
し
込
み
＝
健
康
課

ま
た
は
Ｊ
Ａ
各
支
店
へ

【
個
別
検
診
（
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
）】

市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
産

婦
人
科
・
外
科
）
で
行
い
ま
す
。

指
定
医
療
機
関
は
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
49
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
　
期
間
＝
５

月
１
日
e
〜
来
年
２
月
28
日
g

負
担
金
＝
子
宮
頸
が
ん
…
１
、

７
０
０
円
、
子
宮
頸
・
体
が
ん

…
２
、５
０
０
円
、
乳
が
ん
（
視

触
診
）
…
７
０
０
円
（
70
歳
以

上
無
料
。
負
担
金
は
受
診
後
、

納
付
書
で
指
定
金
融
機
関
に
納

め
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み

＝
各
医
療
機
関
へ

今
年
度
か
ら
視
触
診
と
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
）
を
併
用
し
た
乳
が
ん

検
診
を
、
一
部
医
療
機
関
（
下

表
）
で
行
い
ま
す
。
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
で
は
、
ご
く
小
さ
な
し

こ
り
や
し
こ
り
を
作
ら
な
い
が

ん
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
医
療
機
関

へ
予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
①
50
歳
以
上
の
人
②
30

歳
以
上
50
歳
未
満
で
乳
が
ん
の

ハ
イ
リ
ス
ク
（
乳
が
ん
の
既
往

歴
が
あ
る
、
ま
た
は
２
親
等
以

内
に
乳
が
ん
の
家
族
歴
が
あ
る
）

の
人
　
期
間
＝
５
月
１
日
e
〜

来
年
２
月
28
日
g

負
担
金
＝

１
、４
０
０
円
（
70
歳
以
上
無
料
。

負
担
金
は
受
診
後
、
納
付
書
で

指
定
金
融
機
関
に
納
め
て
く
だ

さ
い
）

申
し
込
み
＝
事
前
に

電
話
で
各
医
療
機
関
へ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
機

能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

も
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
５

月
３
日
-
・
５
日
-
は
休
み
）

会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち
機
能
訓
練
室
　
参
加
料
＝

無
料ま

た
、
５
月
29
日
e
は
、
運

動
指
導
員
に
よ
る
簡
単
な
体
力

チ
ェ
ッ
ク
や
運
動
指
導
を
実
施

し
ま
す
（
要
予
約
。
お
申
し
込

み
は
健
康
課
へ
）。

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
寝
た
き
り
予
防
な
ど

に
つ
い
て
理
学
療
法
士
・
保
健

師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す

（
要
予
約
）。

利
用
日
＝
毎
月
第
４
木
曜
日
（
５

月
は
22
日
）

時
間
＝
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
機

能
訓
練
室
　
申
し
込
み
＝
健
康

課
へ足

腰
が
弱
く
な
っ
た
り
、
体

力
の
低
下
が
気
に
な
る
高
齢
者

が
対
象
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元

気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
軽
く

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
５
月
〜
来
年
３
月
（
月

１
、
２
回
程
度
）

時
間
＝
①

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
②
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
会
場

に
よ
り
①
②
の
ど
ち
ら
か
）

会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち
、
四
郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
川
崎
地
区
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
宮
内
地
区
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
宮
本
地
区
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
上
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
富
曽
亀
公
民
館
、
山

本
公
民
館
、
神
田
公
民
館
、
関

原
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
、
千
手
公

民
館
、
阪
之
上
公
民
館
、
希
望

が
丘
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
申

し
込
み
＝
健
康
課
へ
随
時

０
０
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

申
し
込
み
＝
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
の
際
、
受
付
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い

【
集
団
検
診
（
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
）】

市
内
の
小
学
校
、
公
民
館
等

で
行
い
ま
す
。
日
時
と
会
場
は

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
…

昭
和
39
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
、
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
…
昭
和
49
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
　
負
担
金
＝
胃

が
ん
…
１
、０
０
０
円
、
大
腸
が

ん
…
５
０
０
円
、
子
宮
頸
が
ん

…
６
０
０
円
、
乳
が
ん
（
視
触

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
健
康
福
祉
環

境
事
務
所
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に

よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
地
域

保
健
課
1
33
・
４
９
３
１

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
24
日
g
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講
師
＝
日
本
保
育
園
保
健
協
議
会
会

長
・
巷
野
悟
郎
さ
ん

6
新
潟
県

栄
養
士
会
長
岡
支
部
50
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
・
金
内
テ
ル
さ
ん
1

・
FAX
24
・
２
０
８
４

小
規
模
事
業
場
で
働
く
人
に
、
健

康
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
（
家

族
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
）。

日
時
＝
各
診
療
所
の
診
察
時
間
内
で

平
成
15
年
度
の
実
施
場
所
＝
生
協
か

ん
だ
診
療
所
（
西
新
町
２
）、
田
中
医

院
（
中
島
７
）、高
野
医
院（
台
町
１
）、

山
井
医
院
（
今
朝
白
２
）、
杉
本
医
院

（
千
手
３
）、
あ
べ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
鉄
工
町
１
）、
お
お
じ
ま
心
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
緑
町
１
）

長
岡
地
域

産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
1
39
・
４
７
１

１
自
由
総
当
た
り
戦
な
ど
を
行
い
ま

す
。
初
心
者
、
高
齢
者
大
歓
迎
。

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
　
参
加
料
＝
大
人
…
月
２
０
０
円
、

小
・
中
学
生
…
月
１
０
０
円
（
別
に

入
会
金
５
０
０
円
）

大
塚
さ
ん

1
24
・
７
６
５
４

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

１

●
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

併
用
検
診
（
個
別
検
診
）

８

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

２●
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

３

●
基
本
健
康
診
査

４

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

５

●
結
核
・
肺
が
ん
検
診

６

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

●
が
ん
検
診

７

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

９●
足
腰
健
康
相
談
室

10

●
足
腰
お
達
者
教
室

11

■
市
民
公
開
講
座
「
こ
れ
で
良
い
の

か
子
ど
も
の
食
事
」（
無
料
）

■
健
康
相
談
窓
口
開
設
（
無
料
）

■
長
岡
将
棋
愛
好
会

会
員
募
集

■
小
・
中
学
校
ペ
タ
ン
ク
講
習
会

▲半藤大河くんとお母さんの美和子さん（４月16日・３歳児健診
で）

診療科目
休日急患診療所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

３日-・11日a

４日a・18日a

５日-・25日a

長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）

立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）

新型肺炎「重症急性呼吸器症候群」について
香港、中国広東省など、「重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）」の

発生報告がある国や地域に旅行した人で、帰国後10日以内に38度以
上の急な発熱または咳、呼吸困難感といった症状が出た場合は、早
めに医療機関へ電話で連絡のうえ受診しましょう。
相談窓口＝平日…長岡健康福祉環境事務所（保健所）医薬予防課1

33・4932、夜間・休日（緊急時）…長岡総合庁舎（夜間
警備員室）138・2501

5月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
a休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。

s夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。 

日
　
対
象
＝
高
校
生
以
上
で
子

育
て
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
興

味
が
あ
る
人
　
申
し
込
み
＝
５

月
16
日
f
ま
で
に
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ
こ
広
場
1

39
・
２
７
７
５
へ
（
会
議
中
は

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
）

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
ち
び

っ
こ
広
場
の
運
営
や
活
用
方
法

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
３
人
程
度
　
任
期

＝
６
月
〜
平
成
16
年
３
月
　
応

募
資
格
＝
お
お
む
ね
20
歳
以
上

で
子
育
て
に
か
か
わ
る
活
動
に

関
心
が
あ
り
、
年
６
回
程
度
開

催
す
る
会
議
（
原
則
平
日
の
日

中
に
開
催
）
に
出
席
で
き
る
人

（
会
議
中
は
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
）

申
し
込
み
＝

５
月
16
日
f
ま
で
に
、
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ
こ
広

場
と
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
２

階
）
に
あ
る
申
込
書
を
〒
９
４

０
―
８
５
０
１
長
岡
市
役
所
児

童
福
祉
課
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
持
参
　
選
考
＝
全
応
募

者
の
年
齢
、
性
別
、
職
業
構
成

等
を
考
慮
の
う
え
決
定
し
、
結

果
を
５
月
末
ま
で
に
全
員
に
通

知
し
ま
す
　
問
い
合
わ
せ
＝
児

童
福
祉
課
1
39
・
２
２
１
９
、

FAX
39
・
２
２
７
５

募
集
人
数
＝
１
人
　
雇
用
期
間

＝
６
カ
月
間
（
勤
務
実
績
等
に

よ
り
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

職
務
内
容
＝
な
が
お
か

市
民
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ
こ
広
場

の
運
営
お
よ
び
相
談
業
務
ほ
か

（
詳
し
く
は
申
し
込
み
時
に
説

明
し
ま
す
）

勤
務
日
＝
土
・

日
・
祝
日
を
含
む
月
20
日
程
度

勤
務
時
間
＝
１
日
８
時
間
　
賃

金
＝
日
額
６
、７
１
０
円
（
社
会

保
険
に
加
入
）

応
募
資
格
＝

昭
和
33
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る

人
　
試
験
日
＝
５
月
20
日
c

申
し
込
み
＝
５
月
15
日
e
ま
で

に
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

ち
び
っ
こ
広
場
と
児
童
福
祉
課

（
市
役
所
２
階
）
に
あ
る
申
込

書
を
児
童
福
祉
課
へ
持
参

市
で
は
、
市
立
保
育
園
に
勤

務
す
る
保
育
士
（
臨
時
職
員
）

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
児
童
福
祉
課
1
39
・
２
２

１
９
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

岡
1
32
・
１
１
８
１
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

友
好
都
市
バ
ン
ベ
ル
グ
市
の

オ
ッ
ト
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

大
学
で
開
催
さ
れ
る
国
際
夏
期

講
座
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

世
界
中
か
ら
ド
イ
ツ
文
学
を
専

攻
す
る
学
生
が
参
加
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
バ
ン
ベ
ル
グ

市
と
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
が

一
部
奨
学
金
と
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

テ
ー
マ
＝
20
世
紀
の
ド
イ
ツ
文

学
　
内
容
＝
ド
イ
ツ
文
学
セ
ミ

ナ
ー
、
ド
イ
ツ
語
文
法
・
語
彙

演
習
、
会
話
訓
練
、
地
域
研
究

な
ど
　
期
間
＝
８
月
４
日
b
〜

29
日
f

対
象
＝
ド
イ
ツ
語
が

堪
能
な
長
岡
市
出
身
ま
た
は
在

住
の
大
学
生
　
定
員
＝
１
人

申
し
込
み
＝
５
月
８
日
e
ま
で

に
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
地
球
広

場
1
39
・
２
７
１
４
へ
（
多
数

の
場
合
は
、
５
月
11
日
a
に
選

考
試
験
を
行
い
ま
す
）

９
月
13
日
g
に
開
催
す
る
子

育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
子
育
て

に
関
す
る
情
報
発
信
や
親
子
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
期
間
＝
５
月
下
旬
〜
開
催

里
山
に
住
む
ホ
タ
ル
の
観
察
を
通

し
て
自
然
環
境
を
考
え
る
会
で
す
。

年
会
費
＝
１
、０
０
０
円
（
小
・
中
学

生
無
料
）

岡
地
真
作
さ
ん
1
33

・
５
４
７
６
（
午
後
６
時
〜
９
時
）

テ
ー
マ
＝
長
岡
市
・
栃
尾
市
・
山
古

志
村
の
自
然
や
農
村
風
景
と
そ
こ
に

住
む
人
び
と
と
の
ふ
れ
あ
い
（
未
発

表
作
品
に
限
る
）

応
募
サ
イ
ズ
＝

２
Ｌ
（
カ
ラ
ー
で
）

９
月
19
日

f
必
着
で
応
募
票
を
作
品
の
裏
面
に

貼
り
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
ま
た
は
市
内
取

り
扱
い
カ
メ
ラ
店
へ

Ｊ
Ａ
越
後

な
が
お
か
企
画
課
1
35
・
１
３
０
２

仕
事
内
容
＝
工
場
・
診
療
所
清
掃
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
取
り
次
ぎ
、
空
き
缶

回
収
な
ど
　
所
在
地
＝
泉
１
の
７
の

22

石
橋
さ
ん
1
38
・
０
８
１
３

柿
町
大
字
味
噌
桶
の
通
称
味
噌
桶

城
址
ま
で
の
里
道
と
城
址
周
辺
の
里

山
整
備
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
周
辺

の
絵
地
図
づ
く
り
も
し
ま
す
。
学
生
、

児
童
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

実
施
日
＝
５
月
10
日
g
・
11
日
a
・

24
日
g
・
25
日
a
、
６
月
７
日
g
・

８
日
a
・
21
日
g
・
22
日
a
、
７
月

５
日
g
・
６
日
a
・
19
日
g
・
20
日

a
・
21
日
-
（
８
月
、
９
月
の
日
程

は
未
定
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分

申
し
込
み
＝
５
月
16
日
f
ま
で

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
務
局
1
39
・
２
８

６
０
へ
　
選
考
＝
全
応
募
者
の

年
齢
や
地
域
性
等
を
考
慮
の
う

え
決
定
し
、
結
果
を
５
月
末
ま

で
に
全
員
に
通
知
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助

け
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）

と
子
育
て
の
手
助
け
を
し
た
い

人
（
提
供
会
員
）
が
お
互
い
に

登
録
し
、
援
助
活
動
を
行
う
会

員
組
織
で
す
（
入
会
無
料
）。

会
員
間
の
主
な
活
動
＝
①
保
育

園
な
ど
の
保
育
開
始
前
や
終
了

後
な
ど
に
、
子
ど
も
を
預
か
っ

た
り
送
迎
し
た
り
す
る
②
保
護

者
が
病
気
や
所
用
な
ど
の
時
に

子
ど
も
を
預
か
る
　
申
し
込
み

＝
保
護
者
の
顔
写
真
（
縦
３
㎝

×
横
２
・
５
㎝
）
２
枚
と
印
鑑

を
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
な
が
お
か

市
民
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ
こ
広
場

内
）
1
39
・
２
８
６
０
へ
持
参

受
付
時
に
簡
単
な
面
接
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
提
供
会
員
は

入
会
後
、
講
習
会
が
あ
り
ま
す
。

サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
を

募
集
し
ま
す
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
交
流
会
や

研
修
会
の
企
画
・
運
営
、
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
の
編
集
な
ど
）
に

ご
協
力
い
た
だ
く
「
サ
ブ
・
リ

ー
ダ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
10
人
程
度
　
応
募

資
格
＝
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
、

年
10
回
程
度
開
催
す
る
会
議
（
原

則
平
日
の
日
中
に
開
催
）
に
出

席
で
き
る
人
（
会
議
中
は
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
）

〜
午
後
４
時
（
半
日
で
も
可
。
小
雨

決
行
）

対
象
＝
森
林
や
里
山
の
保

護
に
関
心
の
あ
る
人
（
高
校
生
以
下

は
保
護
者
の
同
伴
か
同
意
が
必
要
）

集
合
＝
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
新
潟
（
柿
町

大
字
味
噌
桶
３
６
０
５
）

参
加
料

＝
無
料
（
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
サ
ー
ビ

ス
あ
り
）

持
ち
物
＝
長
靴
、
軍
手
、

雨
具
、
タ
オ
ル
（
あ
れ
ば
の
こ
ぎ
り

・
な
た
も
）

地
域
循
環
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
1
34
・
４
４
５
０

日
時
＝
５
月
27
日
c
午
後
７
時
〜
９

時
、
28
日
d
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話
＝
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が

お
か
1
38
・
０
４
５
６
、
1
０
９
０

・
７
７
２
８
・
２
２
０
７
、
1
０
７

０
・
６
１
９
０
・
６
１
１
９

●
国
際
夏
期
講
座

受
講
生
募
集

●
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
募
集

●
ち
び
っ
こ
広
場

運
営
委
員
募
集

●
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

ち
び
っ
こ
広
場
保
育
士

（
臨
時
職
員
）
募
集

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

人口と世帯数 住民基本台帳登録数15.４.１（前月比）

191,212人 93,864人 97,348人 66,254世帯
（－942） （－291）（－367）（－575）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
ホ
タ
ル
の
会
会
員
募
集

■
な
が
お
か
農
業
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

■
知
的
障
害
者
小
規
模
作
業
所

「
大
き
な
か
ぶ
」
利
用
者
募
集

■
里
山
・
里
道
整
備
作
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

■
女
性
の
た
め
の
離
婚
相
談
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

雨水貯留タンクのモニター募集
市では、雨水の流出を抑制し、雨水を有効活
用する都市雨水対策の一環として、家庭に雨水
貯留施設を設置する市民モニターを募集します。
設置するのは雨水を貯留するタンク（容量200

リットル程度）です。貯めた水は花壇・庭木の
散水や洗車などの雑用水として利用できます。
また、モニターには、設置期間中に数回実施す
るアンケートに回答していただきます。
募集戸数＝５戸　モニター期間＝来年３月末まで
（期間終了後もタンクはお使いいただけます）
応募資格＝市街化区域内の柿川・稲葉川周辺（お

おむね坂之上、中島、蔵王、川崎、中沢
のいずれかの地区）に居住する人　

設置費用＝市が20,000円を助成。ほかに20,000
円～30,000円程度の自己負担が必要
（メーカーにより異なります）

申し込み＝５月１日e～31日gに住所、氏名、
電話番号を、下水道管理課139・22
35、FAX39・2273、Ｅメール gesuikan
@city.nagaoka.niigata.jp へ（応募多
数の場合抽選）

ファミリー・サポート・センターの利用の流れ生涯学習相談室をご利用ください
生涯学習相談室では、市内の団体やサークル、指導者

（まちの先生）、講座・イベントの情報などを集め、学び
たい人に提供しています。
「何か学びたいけれど、何を始めていいのかわからな

い」という人には、学びへのきっかけを見つけ出すため
の学習相談も行います。みなさん、どうぞご利用くださ
い（ファクスやＥメールでの相談もできます）。
また、指導者（まちの先生）として登録したい人や団

体・サークルからの情報などもぜひお寄せください。
受付時間＝月～金曜日の午前９時～午後４時
場　　所＝市役所柳原分庁舎１階
問い合わせ＝生涯学習相談室1・FAX38・6552、Ｅメール

manabi@city.nagaoka.niigata.jp

「生涯学習コーディネーター」は、「何か始めたいので、
市内にある団体・サークルの情報が欲しい」「この分野の
指導者を紹介してほしい」といった相談に応じ、市民の
みなさんの自主的な学習活動を支援するボランティアです。
講習修了後は、「生涯学習相談室（市役所柳原分庁舎１

階）」で、生涯学習関連情報の収集・提供、学習相談への
対応、まちの先生公開講座の企画・運営などを行います。
応募資格＝市内在住の20歳以上の人（学生は除く）
募集人数＝10人　講習期間＝７月～来年４月
講習内容＝①文部科学省認定通信講座「生涯学習指導者

養成講座生涯学習ボランティアコース」の
受講（自宅学習）
②月１回の定例研修会、学習相談研修会等へ
の参加

受 講 料＝48,500円（通信講座受講料。講習修了者には、
一定の条件のもと受講料の半額を市が補助）

申し込み＝生涯学習課（市役所柳原分庁舎４階）と市役
所１階市民情報ラウンジ、ながおか市民セン
ターにある所定の申込書を〒940－0072柳原町
２の１長岡市生涯学習課へ郵送または持参
（郵送の場合は簡易書留で。封筒の表に「生
涯学習コーディネーター養成講習申込書」と
朱書き）

受付期間＝５月１日e～30日f（必着） 受付時間は午
前８時30分～午後５時。休日は受付しません。

選　　考＝面接による選考を行い、受講者を決定します。
問い合わせ＝生涯学習課132・5110

市では、起業家創出による地域経済の活性化を推進して
いくため、情報機器を活用する起業
家に、「ｅ－ネットシティながおか」
で整備したブロードバンド環境の整
ったオフィスを低賃料で提供します。
入居者は、会議室や商談用のロビ
ーなどの施設のほか、総合受付業務
も利用できます。
また、入居者への支援として、ＳＯＨＯ事業者や情報産
業などとの交流会の開催をはじめ、資金、技術、特許や起
業家の経営にかかわる相談に応じる専門家を配置します。
場　　所＝インキュベーション・オフィス「崇徳館」内

（殿町２の３の９）
募集室数＝３室（12㎡×２室、24㎡×１室）
利 用 料＝12㎡は月額40,000円、24㎡は月額55,000円
入居期間＝９月１日bから最長２年間
申し込み＝５月15日e～６月30日bに商業振興課139・22

28、FAX36・7385へ

起 業 家 を 募 集 し ま す ！

▲オフィスの１室で

こどもエコクラブ会員募集
「こどもエコクラブ」は、小・中学生の２人以上
の仲間で登録してもらい、自然や地域の環境につい
て考えたり活動したりするクラブです。会費は無料
で、入会すると手帳とバッジをプレゼントします。
ニュースレターも年６回届きます。

申し込み＝環境政策課†２４・０５２８

▲こどもエコクラブの
イメージキャラクター
「エコまる」

③事前打ち合わせ 

④援助活動 

会員登録 

依頼会員 

活動終了後 
報酬の受け渡し （　　　　） 

（援助を受けたい） 
提供会員 

（援助を行いたい） 

①援
助依
頼 

②コーディネイト 

～生涯学習コーディネーター　
養成講習受講者募集～

t雨水貯留
タンクの利
用イメージ

雨水貯留
タンク
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看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人
　
試
験
日
＝
１
次

試
験
…
６
月
７
日
g
、
２
次
試

験
…
６
月
下
旬
　
申
し
込
み
＝

５
月
12
日
b
〜
27
日
c
に
申
込

書
を
〒
９
４
０
―
０
０
９
３
水

道
町
３
の
５
の
30
長
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
1
33
・
６
０
０
０

へ
。
試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書

は
社
会
福
祉

協
議
会
と
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
室
（
市
役

所
幸
町
分
室
）

に
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次

の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業

者
、
自
由
業
者
、
学
生
、
無
職

の
人

②
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人

③
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に

よ
り
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ

っ
た
場
合
は
、
種
別
変
更
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
第
３
号
被

保
険
者
に
種
別
変
更
す
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
に
届
け

出
を
し
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
将
来
受

け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

採
用
予
定
日
＝
平
成
15
年
８
月

１
日
　
職
種
と
人
数
＝
介
護
職

員
２
人
程
度
　
職
務
内
容
＝
次

の
い
ず
れ
か
の
業
務
①
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
②
介
護
支
援
専
門
員

③
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
員
　
受
験
資
格
＝
昭
和
28
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
申
し
込
み
時
に
介
護
支
援

専
門
員
の
資
格
と
介
護
福
祉
士

・
社
会
福
祉
士
・
看
護
師
・
准

誤
り
や
失
敗
も
受
け
入
れ
ら
れ
、

戸
惑
い
、
不
安
も
家
族
共
通
の
体
験

と
し
て
語
り
合
う
こ
と
の
で
き
る
つ

ど
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
16
日
f
・
６
月
22
日
a

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

介

護
保
険
課
内
精
神
障
害
者
家
族
会
事

務
局
1
39
・
２
２
４
５

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

ル
ピ
ナ
ス
と
い
う
名
は
、
ラ

テ
ン
語
で
オ
オ
カ
ミ
を
意
味
し

ま
す
。
こ
の
植
物
が
生
育
旺
盛

で
、
土
地
を
選
ば
ず
よ
く
育
つ

の
で
、
土
地
を
荒
ら
す
と
思
わ

れ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

日
本
で
は
、
藤
の
花
房
が
直

立
し
た
よ
う
に
花
穂
を
つ
け
る

姿
か
ら
、
昇

の
ぼ
り

藤ふ
じ

の
別
名
で
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

花
色
は
赤
、
桃
、
紫
、
白
、

黄
な
ど
と
て
も
豊
富
で
す
。

主
な
品
種

・
黄
花
ル
ピ
ナ
ス
…
草
丈
が
40

〜
60
㎝
に
な
る
極
早
生
の
暖
地

向
き
で
、
切
り
花
と
し
て
２
月

こ
ろ
か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

葉
の
形
か
ら
、
ハ
ウ
チ
マ
メ
の

和
名
で
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

・
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ピ
ナ
ス
…
北

米
原
産
で
す
が
、
英
国
の
育
種

家
ラ
ッ
セ
ル
氏
の
改
良
で
作
ら

れ
た
品
種
で
す
。
雄
大
な
花
穂

で
、
草
丈
は
90
〜
１
２
０
㎝
に

も
な
る
耐
寒
性
の
宿
根
系
で
す
。

播
種
期
が
遅
れ
る
と
翌
年
に
咲

か
な
い
株
が
出
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

・
ラ
ッ
セ
ル
・
ミ
ナ
レ
ッ
ト
…

ラ
ッ
セ
ル
種
を
改
良
し
、
さ
ら

に
花
立
ち
が
よ
く
草
丈
も
40
〜

50
㎝
と
矮
性
に
な
っ
た
品
種
で

す
。
花
壇
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ

ン
タ
ー
で
も
育
て
ら
れ
ま
す
。

雄
大
で
彩
り
も
華
や
か
な
長

い
花
穂
は
、
広
い
庭
や
大
き
な

花
壇
に
映
え
ま
す
。
小
さ
な
花

壇
な
ら
後
方
に
植
え
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
鉢
植
え
な
ら
６
号

鉢
以
上
で
育
て
た
い
も
の
で
す
。

（
場
所
）
日
当
た
り
と
排
水
の

よ
い
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
酸

性
土
を
嫌
う
の
で
、
石
灰
や
草

木
灰
な
ど
を
施
し
、
深
く
耕
し

て
根
を
張
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま

す
。

（
タ
ネ
ま
き
）
種
子
が
硬
い
の

で
、
一
晩
水
に
浸
し
た
方
が
発

芽
が
そ
ろ
い
ま
す
。
直
根
性
で

移
植
を
嫌
う
の
で
、
目
的
の
場

所
に
30
〜
40
㎝
間
隔
で
１
カ
所

に
２
、
３
粒
ず
つ
ま
き
ま
す
。

覆
土
は
１
㎝
ほ
ど
に
し
、
発
芽

後
の
成
長
を
見
て
１
株
に
間
引

き
ま
す
。

予
定
地
に
す
ぐ
ま
け
な
い
場

合
は
、
ポ
ッ
ト
に
ま
い
て
あ
ま

り
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
根

土
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
て
定

植
し
ま
す
。

普
通
は
秋
ま
き
で
、
８
月
下

旬
か
９
月
上
旬
に
ま
き
ま
す
。

し
か
し
、
発
芽
適
温
は
摂
氏
15

度
〜
20
度
と
低
い
の
で
、
日
よ

け
な
ど
を
し
て
涼
し
く
し
て
や

り
ま
す
。

（
肥
料
）
マ
メ
科
の
植
物
で
す

か
ら
、
他
の
植
物
よ
り
肥
料
は

少
な
め
に
し
、
特
に
チ
ッ
素
分

が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
春
先
の
雪
消
え
に
は
、
化

成
肥
料
の
追
肥
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
花
穂
の
切
り
戻
し
）
花
穂
が

枯
れ
始
め
て
き
た
ら
、
花
茎
を

切
り
戻
し
て
側
枝
を
伸
ば
し
ま

す
。
す
る
と
、
一
番
花
よ
り
花

は
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、
二
番

花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
４
年
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
、
第
35
回
全
日

本
花
い
っ
ぱ
い
長
岡
大
会
が
開
催
さ
れ
た
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と

の
森
。
毎
年
５
月
に
は
、
こ
こ
を
メ
ー
ン
会
場
に
花
い
っ
ぱ
い

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
会
場
で
最
も
目
を
引
く
、
ル
ピ
ナ
ス
の
紹
介

で
す
。

雄
大
な
花
穂
が
個
性
的
な
ル
ピ
ナ
ス
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育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
　

●
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

正
規
職
員
募
集

●
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ

た
と
き
は
届
け
出
を

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。

情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況
＜情報公開制度＞
市では「長岡市情報公開条例」に基づき、市政に関する情報
を公開しています。市民ならだれでも情報の公開を請求するこ
とができます。
公開の請求があった場合は、その情報のすべてを公開するこ
とを原則としていますが、個人に関する情報などが含まれてい
る場合には、その部分を公開できないこともあります。このよ
うな場合には、公開できない部分を除いて「部分公開」してい
ます。
市役所１階の市民の声なんでも窓口および２階の情報公開コ
ーナーで、公開についての相談や請求を受け付けています。

平成14年度の情報公開の実施状況

「情報不存在」とは、公開請求された情報が存在しなかったことを
いいます。

「部分開示」とは、本人に知らされていない病気の状態など、本人に
開示することが不適切な部分を除いて開示することをいいます。
「情報不存在」とは、開示請求された情報が存在しなかったことをい
います。

＜個人情報保護制度＞
市では、「長岡市個人情報保護条例」に基づき、市が保有す

る個人情報の取り扱いのルールを定め、市民のプライバシーを
保護しています。
個人情報を取り扱う業務として、条例に基づき登録されてい
る業務の数は、３月31日現在で531件、そのうち平成14年度中
に新たに登録された業務は16件です。
この業務の登録の内容は、市役所２階の情報公開コーナーで
閲覧することができます。

平成14年度の個人情報（自己情報）の開示請求の件数等

問い合わせ＝庶務課1３９・２２０３
問い合わせ＝福祉相談課1３９・２２１８

FAX３２・０１６０

障害者福祉サービスの
支援費制度が始まりました
４月１日から、身体障害者（児）および知

的障害者（児）の福祉サービスが変わり、利
用者自らがサービスを選択し、事業者・施設
と対等な立場で契約してサービスを利用する
支援費制度が始まりました。
支援費制度のサービスを利用したい人は福

祉相談課（市役所１階⑫番窓口）へ申請して
ください。

■支援費制度の対象となるサービス

※ホームヘルプサービスには、ガイドヘルプサー
ビスも含まれます。

■支援費制度利用の流れ
①市や障害者生活支援センター等でサービス
利用に関する相談・情報収集をします。

②必要なサービスを選択し、市へ支援費の支
給申請を行います（市は利用者に聞き取り
調査を行い、支援費の支給と利用者負担額
を決定）。

③支給が決定されたら受給者証が交付されま
す（支給期間、支給量、障害程度区分等が
記載されています）。
④サービス提供事業者に受給者証を提示して、
サービス内容をよく確認のうえ契約します。

⑤契約した事業者のサービスを利用します。
⑥サービス利用後、利用者負担額を直接事業
者に支払います（事業者は支援費を市に請
求。市は審査し、事業者に利用者負担額を
差し引いた支援費を支払います）。

※介護保険制度・精神保健福祉サービスの対象者
は、原則として引き続き従来の制度を利用します。
※詳しい内容については、お問い合わせください。

▲ルピナス（昨年の花いっぱいフェアで・
千秋が原ふるさとの森）

2 5
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。 

7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
で
は
、

中
小
企
業
で
働
く
人
や
農
業
を

し
て
い
る
人
が
、
派
遣
研
修
に

参
加
す
る
場
合
に
自
己
負
担
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
研
修
＝
次
の
団
体
が
行
う

４
日
間
以
上
の
研
修
（
農
業
研

修
は
海
外
派
遣
研
修
の
み
）
①

国
・
県
・
市
②
中
小
企
業
大
学

校
・
商
工
会
議
所
・
商
工
団
体

③
農
業
関
係
団
体
④
信
濃
川
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
⑤
長
岡

技
術
科
学
大
学
　
対
象
＝
市
内

に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
の

従
業
員
、
農
業
者
　
助
成
対
象

経
費
＝
受
講
料
・
参
加
費
・
宿

泊
費
・
交
通
費
の
自
己
負
担
額

の
う
ち
次
の
額
①
国
内
研
修
…

自
己
負
担
額
６
万
円
以
下
は
そ

の
全
額
、
６
万
円
を
超
え
る
と

き
は
超
え
た
額
の
３
分
の
２
以

内
の
額
（
限
度
額
10
万
円
）
②

国
外
研
修
…
自
己
負
担
額
の
３

分
の
２
以
内
の
額
（
限
度
額
30

万
円
）

申
し
込
み
＝
受
講
日

の
20
日
前
ま
で
に
庶
務
課
内
7

長
岡
市
米

百
俵
財
団

事
務
局
1

39
・
２
２

０
３
へ

平
成
15
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
４
月
か
ら
は
保
有
分
・
取

得
分
の
い
ず
れ
も
新
た
な
課
税

は
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
現
在
徴
収
猶
予
を

受
け
て
い
る
納
税
義
務
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
改
正
に
伴
い
免

除
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39

・
２
２
１
３

対
象
＝
排
水
設
備
や
ト
イ
レ
の

改
造
工
事
（
し
尿
浄
化
槽
の
廃

止
を
含
む
）
を
す
る
人
で
、
次

の
す
べ
て
の
条
件
を
備
え
て
い

る
人
①
建
物
の
所
有
者
ま
た
は

そ
の
同
意
を
得
て
い
る
借
家
人

等
で
あ
る
②
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
、
農
業
集
落
排
水
事

業
受
益
者
負
担
金
、
市
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
③
独
立
し
た
生
計
を
営
み

償
還
能
力
が
あ
る
　
限
度
額
＝

一
般
住
宅
80
万
円
、
共
同
住
宅

等
１
５
０
万
円
　
利
率
＝
年
２
・

０
％
　
返
済
＝
融
資
を
受
け
た

翌
月
か
ら
36
カ
月
以
内
　
融
資

時
期
＝
工
事
完
了
後
　
申
し
込

み
＝
市
内
の
取
り
扱
い
金
融
機

関
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
下
水
道

管
理
課
1
39
・
２
２
３
５

平
成
16
年
３
月
の
大
学
等
卒
業
予

定
者
が
対
象
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど

う
ぞ
。

面
接
会
へ
の
参
加
企
業
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
人
材
の
採
用
予
定
が
あ

る
企
業
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
21
日
d
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
内

容
＝
参
加
企
業
と
の
個
別
面
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１
１
８

１日
時
＝
①
６
月
８
日
a
・
15
日
a
・

22
日
a
②
６
月
４
日
d
・
11
日
d
・

18
日
d
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
住

吉
３
）

内
容
＝
社
会
保
険
制
度
の

基
本
構
造
、
算
定
基
礎
届
の
実
務
、

公
的
年
金
の
し
く
み
（
計
算
演
習
）、

健
康
保
険
の
給
付
な
ど
　
受
講
料
＝

４
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

持
ち
物
＝
電
卓
、
筆
記
用
具
　

６

月
３
日
c
ま
で
に
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
新
潟
開
発
援
助
課
1
37
・
０
４
５

０
へ精

神
障
害
と
い
う
病
気
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ

じ
ろ
　
内
容
＝
精
神
病
を
理
解
す
る

た
め
の
講
演
、
障
害
者
に
よ
る
体
験

発
表
な
ど

新
潟
県
精
神
障
害
者

中
越
会
・
曽
根
さ
ん
1
０
２
５
７
・

日
時
＝
５
月
21
日
d
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ

ン
タ
ー
　
問
い
合
わ
せ
＝
学
校

教
育
課
1
39
・
２
２
３
９

期
日
＝
６
月
10
日
c
・
11
日
d

会
場
＝
市
立
劇
場
　
定
員
＝
１

５
０
人
　
テ
キ
ス
ト
代
＝
３
、

２
５
０
円
　
申
し
込
み
＝
５
月

19
日
b
〜
６
月
６
日
f
に
、
６

カ
月
以
内
に
と
っ
た
顔
写
真
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
１
枚
を
消
防

本
部
、
各
出
張
所
、
分
遣
所
へ

持
参
　
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本

部
予
防
課
1
35
・
２
１
９
０

市
内
の
消
防
団
員
と
消
防
職

員
が
連
携
し
て
総
合
消
防
演
習

を
行
い
ま
す
（
雨
天
時
は
東
中

学
校
体
育
館
で
式
典
の
み
実
施
）。

消
防
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
な
ど

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
25
日
a
午
前
５
時

40
分
〜
８
時
30
分
　
場
所
＝
①

寺
島
町
周
辺
②
中
島
４
丁
目
周

辺
③
東
中
学
校
周
辺
　
内
容
＝

放
水
訓
練
、
救
助
訓
練
、
車
両

部
隊
分
列
行
進
ほ
か
　
問
い
合

わ
せ
＝
消
防
署
警
備
係
1
35
・

２
１
９
３

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
水
害
に
対

し
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
天

気
予
報
や
注
意
報
に
関
心
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

担
当
＝
河
川
課
1
39
・
２
２
３
３

子
ど
も
の
不
登
校
で
悩
ん
で

い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
少
年
セ

ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談

室
、
長
岡
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー

ム
、
訪
問
相
談
の
職
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

相
談
料
は
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

８
２
・
３
０
７
０

寝
た
き
り
な
ど
重
い
症
状
の
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
が
対

象
で
す
（
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
人
は
除
く
）。
旅
行
中
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
等
の
代
替
介
護
料
は
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

行
き
先
＝
六
日
町
温
泉
　
期
日
＝
10

月
28
日
c
〜
29
日
d

定
員
＝
４
人

５
月
８
日
e
か
ら
長
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
1
33
・
６
０
０
０
へ

●
特
別
土
地
保
有
税
は

課
税
が
停
止
さ
れ
ま
し
た

●
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

●
中
小
企
業
従
業
員
・
農
業
者

の
た
め
の
派
遣
研
修
助
成

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

●
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

●
春
季
消
防
演
習

●
５
月
は
水
防
月
間
で
す

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
地
区
２
０
０
４
大
卒
等

就
職
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
無
料
）

■
社
会
保
険
実
務
セ
ミ
ナ
ー

■
精
神
障
害
者
研
修
会
（
無
料
）

ごみ収集が変わります！ ～説明会を開催～
問い合わせ＝環境業務課1２４・２８３７

平成16年10月の実施に向け、長岡市廃棄物減量等推進審議会で承認された、
ごみ収集に関する変更案「ながおかのごみ改革案」の説明会を行います。
主な内容は、家庭ごみの有料化、プラスチック容器包装材の分別収集、粗大
ごみのコール収集（電話予約による戸別収集）についてです。
下記のいずれかの会場へ直接お越しください（市政だより４月号と一緒に配
付した長岡市ごみ情報誌「ながおかのごみ改革vol.3」があればお持ちください）。
時間＝午後７時30分から１時間程度　

春の全国交通安全運動　5月11日A～20日C

「春一番　安全一番　無事故が一番」

・子どもと高齢者の歩行中・自転車乗用中の交通事
故を防止しましょう。
・シートベルトとチャイルドシートの着用を徹底し
ましょう。
・交差点ではしっかりと安全確認をしましょう。

住宅建設の融資制度をご利用ください

平成15年度中に自らの居住用として市内に住宅の建設等を完了する人
で、次のすべての条件を満たす人が対象です。
①前年１年間の所得金額が年返済基準額の５倍以上、かつ1,000万円以下
②ほかに市の住宅融資制度を利用していない　③市税を滞納していない
申し込み＝市内の取り扱い金融機関へ

多世代住宅に対する300万円の加算融資制度もあります（宅地購入は除く）。
また、高齢者・障害者向けバリアフリー住宅整備資金を新設したこと
に伴い、従来の高齢者・障害者住宅整備資金貸付制度は廃止しました。

問い合わせ＝建築住宅課1３９・２２２９

■
　
キ
リ
ン
福
祉
財
団

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
会
（
無
料
）

（財）

平成16年 
10月から 


